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第１章 調査の概要 

 

１ 調査の目的  本市では、幼児教育や保育、子育て支援の更なる充実を図り、すべての子どもが尊重され、健やかに成長できる子育て環境の整備を目指すため、平成 26 年度に計画期間を 5 年間とする「白河市子ども・子育て計画」を策定いたしました。本調査は、32 年度から 5 年間を計画期間とする第 2 期計画に、市民の皆様の子育てに関する御意見を反映するため実施したものです。  
２ 調査対象者 

 

 就学前児童、小学生の保護者のうち、無作為に抽出した 2,０００名（抽出率 ５１．０％） 【内訳】 就学前児童 小学生 合計 1,000 名 1,000 名 2,000 名  
３ 調査期間   （１）調査期間  ：平成 30 年 11 月 1 日（木）～12 月 5 日（水）  
４ 調査方法 

  （１）郵送による配布回収  
５ 配布数と回収状況   就学前児童 小学生 全体 配布数 1,000 1,000 2,000 回収数 431 461 892 回収率 43.1% 46.1% 44.6% 無効回答 7 ２ 9 有効回答数 424 459 883 有効回答率 42.4％ 45.9％ 44.2％           
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６ 調査結果の表示方法 

 

○ 集計は、小数点以下第２位を四捨五入しています。したがって、数値の合計が 100.0％にならない場合があります。 

○ 回答の比率（％）は、その質問の回答者数（n 値）を基数として算出しています。したがって、複数回答の設問はすべての比率を合計すると 100.0％を超える場合があります。 

○ 本文や図表中の選択肢表記は、語句を短縮・簡略化している場合があります。 

○ クロス集計については、原則として「無回答」を除いています。また、「その他」や回答者数が少なく統計上有意でないと判断した項目などは適宜除外しています。 ○ クロス集計結果についてのコメントは、回答者数が少なく、統計上有意でないと判断した項目については省略しています。
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第２章 調査結果  
Ⅰ. 就学前児童  
1 お住まいの地域について  
問 1 お住まいの地区はどちらですか。（１つに○）  最も多い「白河第三小学校区（16.5%）」に対し、最も少ないのは「信夫第二小学校区（0.5%）」となっています。また、「信夫第二小学校区」では 3歳～5歳の区分、「大屋小学校区」では 0歳～2歳の区分で、回答者が０人となりました。             就学前児童アンケート回答者は問 2 の年齢別に、以下の通りとなっています。      ［人］       問 2.お子さんの年齢（質問は生年月）    合計 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳   全体 424 75 73 65 73 72 66 問 1.お住まいの地区はどちらですか。 白河第一小学校区 35 5 8 9 4 5 4 白河第二小学校区 64 14 12 8 6 12 12 白河第三小学校区 70 10 14 9 15 10 12 白河第四小学校区 24 4 5 7 2 2 4 白河第五小学校区 29 6 6 1 12 3 1 小田川小学校区 10 2 1 0 2 1 4 五箇小学校区 9 2 3 0 1 1 2 関辺小学校区 13 3 1 2 1 4 2 みさか小学校区 40 3 8 8 9 7 5 表郷小学校区 29 5 2 3 5 5 9 信夫第一小学校区 10 2 1 3 2 1 1 信夫第二小学校区 2 1 0 1 0 0 0 大屋小学校区 5 0 0 0 2 2 1 釜子小学校区 26 4 3 1 7 10 1 小野田小学校区 8 1 1 2 0 3 1 ※年齢は平成 30 年 4 月 1 日時点で生年月より算出  
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1.9
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6.1

3.8

8.5

1.9

1.9

1.9

11.8

15.0

8.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 424

0～2歳 213

3～5歳 211

年齢 N＝居住地区居住地区居住地区居住地区〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕 白河第一小学校区 白河第二小学校区 白河第三小学校区 白河第四小学校区白河第五小学校区 小田川小学校区 五箇小学校区 関辺小学校区みさか小学校区 表郷小学校区 信夫第一小学校区 信夫第二小学校区大屋小学校区 釜子小学校区 小野田小学校区 無回答
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2 お子さんとご家族の状況について  
問 2 お子さんの年齢を教えてください。（実際の記入は生年月）  アンケートを回答されたお子さんの年齢割合は以下の通りとなっています。ほぼ各年齢均等となっています。 

 

 

問 3 きょうだいの人数と末子の方の年齢（末子の方の実際の記入は生年月）を教えてく

ださい。（きょうだいの人数は、調査対象の子を含めた人数）   きょうだいの人数は２人が最も多く、全体の 42.2%を占めています。ただし、きょうだいが“０人”と回答された方が、全体で 12.3％おり、きょうだいの人数については、精査が必要です。今回の調査対象の方が末子の方は 141人で、対象の方以外に末子がいる方は 107人で、不明が 19人です。 
 

 

問 4 ご回答いただく方はどなたですか。  回答された方は、夫婦で子育てをされている家庭でも、母親が回答されています。また、お子さんの年齢が低い方が、母親の回答率（0～2 歳：94.4％、3～5 歳：91.5％）が高くなっています。

 

17.7 17.2 15.3 17.2 17.0 15.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

424

N＝年齢年齢年齢年齢〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 無回答

12.3

18.3

6.2

22.9

27.2

18.5

42.2

39.4

45.0

16.5

10.8

22.3

3.8

1.4

6.2

0.7

0.5

0.9

1.7

2.3

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 424

0～2歳 213

3～5歳 211

年齢 N＝きょうだいきょうだいきょうだいきょうだい〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕
0人 1人 2人 3人 4人 5人 無回答

92.994.491.5
6.85.68.1
0.2
0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4240～2歳 2133～5歳 211
年齢 N＝回答者回答者回答者回答者〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕 母親 父親 その他 無回答
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問 5 ご回答いただいている方の配偶関係をお答えください。  ひとり親世帯は、全体では 7.1％ですが、0～2歳では 7.5％と 3～５歳の 6.6％と比べ高くなっています。 

 

 

問 6 お子さんの子育てを主に行っているのはどなたですか。  出産後年齢が低い間は、母親の子育て比率が高く、０～２歳まで母親が主に子育てを行っている比率は 51.6%と、３～５歳に比べ 10.4％高くなっています。３～５歳になると父母で子育てを行う比率は 56.9％と０～２歳に比べ 10.4％高くなっています。 

 

    問 6.あて名のお子さんの子育て（教育含む）を主に行っているのはどなたですか。あて名のお子さんからみた関係でお答えください。          （％）  （人） 合計 （人） 父母 ともに 主に 母親 主に 父親 主に 祖父母 その他 無回答   全体  424 424 51.7 46.5 0.2 1.2 0.0 0.5 問 2.お子さん年齢区分 0～2 歳 213 213 46.5 51.6 0.5 0.5 0.0 0.9 3～5 歳 211 211 56.9 41.2 0.0 1.9 0.0 0.0          

92.091.192.9
7.17.56.6

0.91.40.5
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4240～2歳 2133～5歳 211

年齢 N＝回答者の配偶関係回答者の配偶関係回答者の配偶関係回答者の配偶関係〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕 配偶者がいる 配偶者はいない 無回答

51.746.5 56.9
46.551.6 41.2

0.20.51.20.51.9
0.50.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4240～2歳 2133～5歳 211
年齢 N＝主に子育てをしている人主に子育てをしている人主に子育てをしている人主に子育てをしている人〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 無回答
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3 保護者の方の就労状況について  
問 7 保護者の方の就労状況についてお答えください。  母親の就労状況は、0～2歳、３～５歳ともに育休中等の方も含めて、フルタイムで働いている方は、４３％弱となっています。ただし育休中等の方は、0～2歳では 14.6%と 3～5歳（5.7％）の 3倍弱となっています。また、「以前就労していて現在就労していない」方が、0～2 歳で.は 39.0％ですが、3～5歳では、22.7％となっていてその差は 16.3％です。「パート・アルバイト等で就労していて育休中等」でない方は、0～2歳では 13.1％で 3～5歳では 30.3％となり、お子さんの年齢が高くなるにつれて、復職される方が増加していますが、その差が「以前就労していて現在就労していない」方とほぼ同数の 17.2％となっています。              父親の就労状況は全体では「フルタイムでの就労」が 90.3％で、「育休中等の方」（0.2％）を加えると、90.5％です。「育休中等の方」は、0～2歳では 0.5％で 3～5歳ではいらっしゃいません。また、アルバイト・パートタイムで働かれている方は全体の 0.7％で 3 名いらっしゃいます。ただし、就労状況について無回答の方が母親は 3 名ですが、父親は 37 名となっています。             ひとり親世帯（母親）の就労状況では、「フルタイムの就労（育休中等の方含む）」は 43.3％と配偶者がいる世帯（42.5％）とあまり差はありませんが、「育休中等の方」は 0％と配偶者がいる世帯

32.528.237.0
10.114.6 5.7

21.713.1 30.3
2.62.8 2.4

30.939.0 22.7
1.41.41.4
0.70.90.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4240～2歳 2133～5歳 211
年齢 N＝
母親の就労状況母親の就労状況母親の就労状況母親の就労状況〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕 フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではないフルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中であるパート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではないパート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中である以前は就労していたが、現在は就労していないこれまで就労したことがない無回答

90.389.291.5 0.2 0.50.70.5 0.9 8.79.97.6
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4240～2歳 2133～5歳 211

年齢 N＝
父親の就労状況父親の就労状況父親の就労状況父親の就労状況〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕 フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではないフルタイムで就労しているが、育休・介護休業中であるパート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではないパート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中である以前は就労していたが、現在は就労していないこれまで就労したことがない無回答
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（11.0％）と大きな差があります。また、「パート・アルバイト等で就労を続けられている方（育休中等の方含む）」も、配偶者がいる世帯に比べ、9.4％多い状況です。             ※※※※    父父父父親の就労状況親の就労状況親の就労状況親の就労状況    （配偶者有無別）〔％〕（配偶者有無別）〔％〕（配偶者有無別）〔％〕（配偶者有無別）〔％〕 父親のひとり親世帯では、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」方が2人、未回答が 28人のため、記載を省略します。  
問 8 問 7 で「パート・アルバイト等で就労している」とお答えの方にうかがいます。フ

ルタイムへの転換希望はありますか。  母親の「パート・アルバイト等からのフルタイムへの転換希望」は全体で、54.4％と半数以上ですが、「実際に予定がある」方は、4.9％と少なくなっています。「フルタイムへの転換希望」は、3～5歳で 58％と 0～2歳の 47％に比べ高くなっていますが、「実際に予定がある」方は、2.9％と 0～2歳の 8.8％に比べ低くなっています。 「アルバイト・パート等の就労を希望」されている方は、0～2歳で 50％、3～5歳で 40.6％とお子さんの年齢が低い方の比率が高くなっています。                                                         ひとり親世帯（母親）の「フルタイムへの転換希望」は 70.0％と人数は 7 名ですが、配偶者がいる世帯（49人、54.4％）に比べ、比率は多くなっています。 
4.98.82.9

49.538.255.1
43.750.0 40.6

1.0
1.4
1.02.90% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 1030～2歳 343～5歳 69

年齢 N＝
パート等の母親パート等の母親パート等の母親パート等の母親////フルタイムへの転換希望フルタイムへの転換希望フルタイムへの転換希望フルタイムへの転換希望〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕フルタイムへの転換予定があるフルタイムへの転換希望はあるが、予定はないパート・アルバイト等の就労を続けることを希望パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい無回答

43.3

31.5

0.0

11.0

30.0

21.3

3.3

2.6

16.7

32.1 1.5

6.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%配偶者はいない(n=30)

配偶者がいる(n=390)
フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではないフルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中であるパート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではないパート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中である以前は就労していたが、現在は就労していないこれまで就労したことがない無回答

母親の就労状況母親の就労状況母親の就労状況母親の就労状況    （配偶者有無別）（配偶者有無別）（配偶者有無別）（配偶者有無別）〔％〕〔％〕〔％〕〔％〕 
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 ※ パート等のパート等のパート等のパート等の父親父親父親父親////フルタイムへの転換希望〔％〕フルタイムへの転換希望〔％〕フルタイムへの転換希望〔％〕フルタイムへの転換希望〔％〕 父親のフルタイムへの転換希望は全体で 3 名で、全員「転換希望はあるが、予定はない」でした。 人数が少ないため結果記載は省略します。  
問 9 問 7 で「就労していない・就労したことがない」とお答えの方にうかがいます。就

労希望はありますか  未就労の方に就労希望をうかがったところ全体で、73.8％の方が「就労希望」を持たれています。ただし、「育児や家事に専念したい」と回答された方が、0～2歳の方は 15.1％なのに対し、3～5歳では 21.6％で、また、「すぐにもしくは 1 年以内に就労したい」と回答された方は、0～2歳で34.9％あるのに対し、3～5歳では 23.5％と低い傾向です。 

  ※ 未就労の未就労の未就労の未就労の父父父父親親親親////就労希望〔％〕就労希望〔％〕就労希望〔％〕就労希望〔％〕 父親の当設問の該当者は 0人でした。そのため結果記載は省略します。  
問 9-1 問 9 で「就労したい」とお答えの方にうかがいます。希望する就労形態をお答え

ください。  未就労の方で就労を希望されている方の希望就労形態ですが、「フルタイムを希望」されている方は、0～2歳では 15.6％いらっしゃるのに対し、3～5歳では 2.7％と大幅に低くなっています。ただし、3～5歳では無回答の方も 24.3％いらっしゃり、就労を迷われている状況も伺えます。希望日数（週あたり）は 3 日～5 日で 93.8％（無回答除く）、1 日の時間は、4 時間～5 時間で 63.8％を占めています。 

17.515.121.6 43.139.5 49.0 30.734.9 23.5 8.810.55.9
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 1370～2歳 863～5歳 51

年齢 N＝
未就労の母親未就労の母親未就労の母親未就労の母親////就労希望就労希望就労希望就労希望〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）1年より先、末子が大きくなったころに働きたいすぐに、もしくは1年以内に就労したい無回答
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 ※ 就労したい就労したい就労したい就労したい父父父父親親親親////希望する就労形態〔％〕希望する就労形態〔％〕希望する就労形態〔％〕希望する就労形態〔％〕 父親の当設問の該当者は 0人でした。そのため結果記載は省略します。  
4 平日の定期的な教育・保育事業の利用状況・利用希望について  
問 10 幼稚園や保育園などの「定期的な教育・保育の事業」を利用されていますか。  定期的な教育・保育事業の利用状況は、0～2歳では 39.0％ですが、3～5歳では 97.6％となっています。 

  
問 10-1 平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。（複数回答）  平日に利用している教育・保育事業は、0～2歳では、「市立保育園」が最も多く、32.5％となっています。次に「認定こども園」の利用が 26.5％と「私立保育園」の 22.9％より多くなっています。3～5歳では、「市立幼稚園」の利用が 34％と最も多く、保育利用では「認定こども園（20.4％）」と「市立幼稚園の預かり保育（18.9％）」がほぼ同数となっています。「市立幼稚園・保育園」と「私立幼稚園・保育園」の利用では、それぞれの利用形態で、10％前後「市立幼稚園・保育園」の利用率が高くなっています。その他では、児童発達支援施設が 5人です。  ただし、ひとり親世帯では、「私立幼稚園・保育園」利用が合わせて 8.7％、「市立幼稚園・保育園」の利用を上回っています。  

10.915.62.7
72.371.973.0

16.812.524.3
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 1010～2歳 643～5歳 37

年齢 N＝就労したい母親就労したい母親就労したい母親就労したい母親////希望する就労形態希望する就労形態希望する就労形態希望する就労形態〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕フルタイム パートタイム、アルバイト等 無回答

68.239.0 97.6
30.459.6 0.9

1.41.41.4
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4240～2歳 2133～5歳 211

年齢 N＝定期的な教育・保育事業の利用定期的な教育・保育事業の利用定期的な教育・保育事業の利用定期的な教育・保育事業の利用〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕利用している 利用していない 無回答
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24.214.914.54.2 17.09.7 22.11.73.80.33.10.3

2.43.6 32.522.9 26.53.6 8.41.2 6.0

34.019.918.95.8 10.74.4 20.41.01.9
1.90.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100市立幼稚園私立幼稚園市立幼稚園の預かり保育私立幼稚園の預かり保育市立保育園私立保育園認定こども園小規模保育施設事業所内保育施設認可外保育施設ファミリーサポートセンターその他無回答

利用者利用者利用者利用者////教育・保育事業教育・保育事業教育・保育事業教育・保育事業〔〔〔〔％・複数回答％・複数回答％・複数回答％・複数回答〕〕〕〕NNNN＝＝＝＝289289289289 全体 0～2歳 3～5歳 （％）（％）（％）（％）
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12  

問 10-2 問 10 で利用しているとお答えになった教育・保育の事業を現在どれくらい利

用していますか。希望としてはどれくらい利用したいですか。                               1 日当たりの利用時間は「7～9 時間」が最も多く、44.6％でした。週内での利用日数は「5 日」が最も多く、50.5％ですが、「6 日」利用されている方も 8.0％います。週内の総利用時間数は、「21 時間～40 時間」が多く 53.7％ですが、「41 時間以上」の方も 15.2％います。 また、利用希望では 1 日「7～9 時間」の希望が 42.4％ですが、ひとり親世帯では、「7～9 時間」を希望する世帯は 60.9％です。週の中での利用日数は、「5 日」の希望が 86.5％ともっとも多く、ひとり親世帯では 78.3%と少ないですが、13.0％が「不明・無回答」です。週の希望総利用時間では、「21～40 時間」を希望されている方が 54.0％で、「41 時間以上」の希望は 13.6％ですが、ひとり親世帯では、34.8％の方が、「41 時間以上」を希望されています。   ①1 日利用時間(n=289)      ②週内利用日数(n=289)     ③週内利用時間数(n=289) 
                    
       ④1 日希望利用時間   配偶者あり （％） 配偶者なし （％） 合計 （％） ～3時間 1.1% 0.0% 1.0% ～6 時間 36.2% 4.3% 33.7% ～9 時間 40.8% 60.9% 42.4% 不明・無回答 21.9% 34.8% 22.9% 合計 100.0% 100.0% 100.0%  ⑤週内希望利用日数   配偶者あり （％） 配偶者なし （％） 合計 （％） 3 日 2.3% 4.3% 2.4% 4 日 4.2% 4.3% 4.2% 5 日 87.2% 78.3% 86.5% 6 日 2.3% 0.0% 2.1% 不明・無回答 4.2% 13.0% 4.9% 合計 100.0% 100.0% 100.0%  

時間／週 ％ ～20 時間 10.0 ～30 時間 26.0 ～40 時間 27.7 41 時間～ 15.2 不明・無回答 21.2   
時間／日 ％ ～3時間 1.0 ～6 時間 33.6 ～9 時間 44.6 不明・無回答 20.8 

日／週 ％ 3 日 0.7 4 日 2.1 5 日 50.5 6 日 8.0 不明・無回答 38.8 
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⑥週内希望利用時間数   配偶者あり （％） 配偶者なし （％） 合計 （％） ～20 時間 10.9% 0.0% 10.1% ～30 時間 27.2% 13.0% 26.0% ～40 時間 26.8% 39.1% 27.8% 41 時間～ 13.6% 34.8% 15.3% 不明・無回答 21.5% 13.0% 20.8% 合計 100.0% 100.0% 100.0%   
問 10-3 問 10 で利用しているとお答えになった教育・保育の事業の場所はどちらです          

か。  教育・保育の事業の利用場所ですが、0～2歳では「住んでいる地区以外」の利用が 44.6％と 3～5歳に比べ 11.6％高く、勤務先の近くなど、自宅から距離のある事業の利用が認められます。          
問 10-4 問 10 で利用しているとお答えになった教育・保育の事業は、希望通り利用で

きていますか。  教育・保育の事業の希望通りの利用状況は、「希望通り利用できている」と「ほぼ、希望通り利用できている」を合わせると、0～2歳では 86.7％と 3～5歳の 90.3％とくらべあまり差はありませんが、「希望通り利用できている」だけでは 50.6％と 3～5歳に比べ 14.9％低くなっています。           

56.745.8 61.2 36.344.6 33.0 2.42.42.4 4.57.23.4
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 2890～2歳 833～5歳 206

年齢 N＝利用者利用者利用者利用者////教育・保育事業の場所教育・保育事業の場所教育・保育事業の場所教育・保育事業の場所〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕住んでいる地区 白河市内（住んでいる地区以外） 白河市外 無回答

61.250.6 65.5 28.036.1 24.8 1.71.21.9 3.53.63.4 5.58.44.4
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 2890～2歳 833～5歳 206

年齢 N＝利用者利用者利用者利用者////希望どおりの利用になっているか希望どおりの利用になっているか希望どおりの利用になっているか希望どおりの利用になっているか〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕希望通り利用できている ほぼ、希望通りに利用できている希望通りに利用できないことが多い 希望通りに利用できていない無回答
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問 10-5 問 10 で利用していないとお答えになった方に、利用していない理由をうかが

います。（複数回答）  利用されていない方は 0～2歳が 127世帯でほとんどを占めていますが、その理由は、①「利用する必要がない（46.5％）」、②「子どもが小さいため、大きくなったら利用する（37.2％）」に続き、③「利用したいが保育・教育の事業に空きがない（22.5％）」が続いています。                          
問 10-6 問 10-5 で「利用したいが延長・夜間等の条件が合わない」とお答えになられた

方に、利用したい日数、時間（時間帯）をうかがいます。  設問の該当者は１名のため、記載を省略します。     

46.516.3
22.53.90.80.8 37.2

3.92.3

0 20 40 60 80 100利用する必要がない子どもの祖父母や親戚の人がみている近所の人や父母の友人・知人がみている利用したいが、保育・教育の事業に空きがない利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がない子どもがまだ小さいため大きくなったら利用する放射性物質・放射線の不安があるため、家庭内で保育したいその他無回答

未利用者未利用者未利用者未利用者////利用していない理由利用していない理由利用していない理由利用していない理由〔〔〔〔％・複数回答％・複数回答％・複数回答％・複数回答〕〕〕〕NNNN＝＝＝＝129129129129 全体 （％）（％）（％）（％）
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問 11 「利用している、利用していない」にかかわらず、平日の教育・保育の事業とし

て、「定期的に」利用したい事業をお答えください。（複数回答）  定期的に利用したい事業では、「“市立”幼稚園・保育園」の利用希望が、「“私立”幼稚園・保育園」に比べ、ほぼ２倍となっています。また、0～2歳では、「市立保育園」の利用希望が 44.1％と高くなっています。また各年齢トータルでは、「認定こども園」の利用希望が 31.6％と「市立幼稚園」の 39.2％についで高くなっています。また、ひとり親世帯では、「幼稚園」の利用希望が低い傾向ですが、「小規模保育施設」の利用希望は人数は少ないですが、比率では 16.7％とふたり親世帯の４倍近くなっています。その他では、児童発達支援施設、地域子育て支援拠点、病児保育と“徒歩圏内のところ”が各 1人です。学校区別では、利用している事業の利用希望が多い傾向です。                                                 

39.221.5 28.814.9 30.716.3 31.65.25.90.2 7.81.2 5.4

37.122.527.716.0 44.123.9 36.27.06.60.5 9.41.4 5.6

41.220.4 29.913.717.18.5 27.03.35.26.20.9 5.2

0 20 40 60 80 100市立幼稚園私立幼稚園市立幼稚園の預かり保育私立幼稚園の預かり保育市立保育園私立保育園認定こども園小規模保育施設事業所内保育施設認可外保育施設ファミリーサポート…その他無回答

定期的に利用したい教育・保育事業定期的に利用したい教育・保育事業定期的に利用したい教育・保育事業定期的に利用したい教育・保育事業〔〔〔〔％・複数回答％・複数回答％・複数回答％・複数回答〕〕〕〕NNNN＝＝＝＝424424424424 全体 0～2歳 3～5歳 （％）（％）（％）（％）

ファミリーサポート センター 
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問 11-1 問 11 で「幼稚園・幼稚園の預かり保育」に○をつけ、かつ市立保育園からその

他のどれかに○をつけられた方にうかがいます。幼稚園・幼稚園の預かり保育

の利用を強く希望しますか。（１つに○）  幼稚園・幼稚園の預かり保育の強い希望は、0～2歳では、63.3％と高くなっていますが、希望しない方も 19.5％います。           
問 12 問 11 で利用したいとお答えになった教育・保育の事業の主に利用したい場所は

どちらですか。  利用したい教育・保育の場所は、0～2歳では、「住んでいる地区以外の白河市内」と回答されている方が 28.9％と、3～5歳にくらべ 9.9％高く、職場や外出先に近い地域の希望が多くなっています。           
問 13 小学校入学前に幼稚園等の教育機関で、教育を受けさせることを希望しますか。  0～2歳では、「ぜひ受けさせたい」が 75.6％と 3～5歳の 58.8％に比べ 16.8％多くなっています。3～5歳では、「希望する教育内容を実施していれば受けさせたい」が 23.7％と 0～2歳に比べ11.0％多くなっており、「保育園に通っているので不要（13.3％）」「小学校入学前の教育は不要（3.3％）」も 0～2歳に比べそれぞれ 5.3％、2.4％多く、教育に対するニーズに違いがあります。   

57.963.352.9
13.5 19.58.0

28.6 17.239.1
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 2660～2歳 1283～5歳 138

年齢 N＝幼稚園の利用を強く希望幼稚園の利用を強く希望幼稚園の利用を強く希望幼稚園の利用を強く希望〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕 はい いいえ 無回答

66.665.268.0
23.928.919.0

1.01.50.5
8.54.512.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4010～2歳 2013～5歳 200
年齢 N＝利用希望者利用希望者利用希望者利用希望者////教育・保育事業の場所教育・保育事業の場所教育・保育事業の場所教育・保育事業の場所〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕住んでいる地区 白河市内（住んでいる地区以外） 白河市外 無回答
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           ひとり親世帯では、「ぜひ受けさせたい」と回答された方が 16人、「希望する教育内容を実施して   
問 14 １歳から必ず利用できる事業があれば、1 歳になるまで育児休業を取得したいで

すか。  「育児休業」の取得希望は、44.0％と半数近くありますが、「わからない（16.0％）」「無回答（34.7％）」を合わせると 50.7％になっています。         
問 15 １年を超える育児休業の取得希望はありますか。  「１年を超える育児休業の取得希望」は 26.7％と「希望なし」に比べ 12.0％多くなっていますが、「わからない（24.0％）」「無回答（34.7％）」で 58.7%になっています。 

   
26.7 14.7 24.0 34.70% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%75N＝

1111年を超える育児休業取得希望年を超える育児休業取得希望年を超える育児休業取得希望年を超える育児休業取得希望〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕はい いいえ わからない 無回答

67.275.658.8
18.2 12.723.7

10.68.013.3 2.10.93.3
0.71.4 1.21.40.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4240～2歳 2133～5歳 211
年齢 N＝
就学前の教育の希望就学前の教育の希望就学前の教育の希望就学前の教育の希望〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕 是非、受けさせたい希望する教育内容を実施していれば、受けさせたい保育園に通っているので不要小学校入学前の教育は不要その他無回答

44.0 5.3 16.0 34.70% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%75N＝
1111歳になるまでの育児休業取得希望歳になるまでの育児休業取得希望歳になるまでの育児休業取得希望歳になるまでの育児休業取得希望〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕はい いいえ わからない 無回答
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5 地域の子育て支援事業の利用状況について  
問 16 「地域子育て支援拠点事業（おひさまひろば・たんぽぽサロン・赤ちゃんひろば）

や 市内各保育園で実施している子育て支援事業（子育て相談・親子交流・情報交

換）」を利用していますか。（複数回答） また、おおよその利用回数（頻度）をお

答えください。  「地域子育て支援拠点事業」は、0～2歳では 18.8％の利用がありますが、全体では 10.6％となっています。また、「市内各保育園で実施している子育て支援事業」は 0～2歳でも 3.3％と低くなっています。利用回数では「地域子育て支援拠点事業」は回答 50人中、25人の方が 1～2 回の利用となっています。10 回以上利用されている方も 5 名ほどおり、最大利用回数は 15 回（1 名）です。「市内各保育園で実施している子育て支援事業」の利用回数の回答は 7 名で、1～2 回の利用と答えられた方は6 名で、4 回と答えられた方は 1 名です。 ひとり親世帯では（n=30）、「地域子育て支援拠点事業」を利用されている方は 1 名です。                ※ 地域地域地域地域子育て支援拠点事業子育て支援拠点事業子育て支援拠点事業子育て支援拠点事業学校区別利用率比較学校区別利用率比較学校区別利用率比較学校区別利用率比較   利用率が高いのは、白河第一小学校区、白河第二小学校区、白河第四小学校区、白河第五小学校区と信夫第一小学校区です。また、白河第三小学校区と信夫第一小学校区は、“保育園の子育て支援事業”の利用はありません。小田川小学校区を含む６小学校区で利用がゼロとなっています。      
 

10.61.9 84.24.0
18.83.3 74.25.2

2.40.5 94.32.8

0 20 40 60 80 100地域子育て支援拠点事業で実施の子育て支援事業市内各保育園で実施している子育て支援事業利用していない無回答

地域の子育て支援事業の利用状況地域の子育て支援事業の利用状況地域の子育て支援事業の利用状況地域の子育て支援事業の利用状況〔〔〔〔％・複数回答％・複数回答％・複数回答％・複数回答〕〕〕〕NNNN＝＝＝＝424424424424 全体 0～2歳 3～5歳 （％）（％）（％）（％）
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 地域子育て支援拠点事業 市内各保育園の子育て支援事業 利用していない 白河第一小学校区 11.1% 25.0% 80.0% 白河第二小学校区 24.4% 25.0% 76.6% 白河第三小学校区 13.3% 0.0% 82.9% 白河第四小学校区 11.1% 12.5% 75.0% 白河第五小学校区 4.4% 25.0% 89.7% 小田川小学校区 0.0% 0.0% 100.0% 五箇小学校区 0.0% 0.0% 100.0% 関辺小学校区 0.0% 0.0% 100.0% みさか小学校区 2.2% 0.0% 92.5% 表郷小学校区 2.2% 0.0% 89.7% 信夫第一小学校区 8.9% 0.0% 50.0% 信夫第二小学校区 0.0% 0.0% 100.0% 大屋小学校区 2.2% 0.0% 80.0% 釜子小学校区 0.0% 0.0% 100.0% 小野田小学校区 0.0% 0.0% 100.0% ※比率はニーズ調査利用総数で、学校区別利用数を除算した、事業別学校区別利用比率。 ただし、“利用していない”項目のみ、学校区単位に”利用していない“と回答された方を 学校区毎の回答者で除算した、学校区単位での利用状況。   
問 17 「地域子育て支援拠点事業」や「市内各保育園で実施している子育て支援事業」

をできれば今後利用したいですか。あるいは利用日数を増やしたいと思いますか。

また、おおよその利用回数（頻度）をお答えください。  「地域子育て支援拠点事業」の利用については、0～2歳では「利用していないが、今後利用したい（31.5％）」「すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい（14.6％）」と半数近くが利用増意向を示していますが、3～5歳では「新たに利用したいとは思わない（73.5％）」「利用日数を増やしたいとは思わない（5.7％）」と約 8割の方が利用を増やされない意向です。 ひとり親世帯では(n=30)、「新たに利用したいとは思わない」と回答された方が 17 名です。          23.331.515.2 7.8 14.60.9 57.8 42.373.5 6.16.65.7 5.05.24.7
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4240～2歳 2133～5歳 211年齢 N＝

地域子育て支援事業の利用希望地域子育て支援事業の利用希望地域子育て支援事業の利用希望地域子育て支援事業の利用希望〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕利用していないが、今後利用したい すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい新たに利用したいとは思わない 利用日数を増やしたいとは思わない無回答
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問 18 問 18 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今

後、利用したいと思うものをお答えください。ただし、Ｂ、ＣはＡで「知ってい

る」で「はい」とお答えの方のみお答えください。  0～2歳では全般に認知度は高い傾向ですが、「病児保育（39.4％）」「家庭教育学級（41.8％）」が低く、最も低いのは「養育支援訪問事業（11.3％）」と「家庭児童相談事業（22.5％）」です。3～5歳でも認知度は 0～2歳と同様の傾向で、「病児保育（38.4％）」「家庭教育学級（39.8％）」「養育支援訪問事業（12.8％）」と「家庭児童相談事業（26.1％）」となっています。                                 

58.858.339.850.7 68.2 85.338.4 53.6 80.157.865.943.626.1 56.952.650.2 77.712.824.6

40.840.856.9 48.3 29.9 13.359.7 44.1 18.040.333.255.973.0 41.246.947.4 20.986.374.9

0.50.93.30.91.91.41.92.41.91.90.90.50.91.90.52.41.40.90.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%①白河っ子応援センター「ぽっかぽか」 211②保健所の情報・相談サービス 211③家庭教育学級 211④保育園の子育て相談 211⑤保育園の一時預かり 211⑥幼稚園の預かり保育 211⑦病児保育 211⑧保育園の地域開放 211⑨地域子育て支援拠点の親子の集いの場 211⑩ファミリーサポート事業 211⑪白河っ子応援事業 211⑫家庭訪問型子育て支援事業「ホームスタート」 211⑬家庭児童相談事業 211⑭子育てハンドブック等の子育て情報誌 211⑮子育て支援サイト 211⑯子育て支援アプリ 211⑰生後４か月までの乳児訪問事業 211⑱養育支援訪問事業 211⑲産後ケア事業 211

N＝認知認知認知認知〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕3333～～～～5555歳歳歳歳 はい いいえ 無回答

76.154.541.846.0 77.574.239.446.0 87.865.746.050.722.5 62.966.272.383.611.3 53.5

21.142.755.950.2 20.222.558.249.8 9.932.452.147.974.6 34.330.525.414.186.4 44.6

2.82.82.33.82.33.32.34.22.31.91.91.42.82.83.32.32.32.31.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%①白河っ子応援センター「ぽっかぽか」 213②保健所の情報・相談サービス 213③家庭教育学級 213④保育園の子育て相談 213⑤保育園の一時預かり 213⑥幼稚園の預かり保育 213⑦病児保育 213⑧保育園の地域開放 213⑨地域子育て支援拠点の親子の集いの場 213⑩ファミリーサポート事業 213⑪白河っ子応援事業 213⑫家庭訪問型子育て支援事業「ホームスタート」 213⑬家庭児童相談事業 213⑭子育てハンドブック等の子育て情報誌 213⑮子育て支援サイト 213⑯子育て支援アプリ 213⑰生後４か月までの乳児訪問事業 213⑱養育支援訪問事業 213⑲産後ケア事業 213

N＝認知認知認知認知〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕0000～～～～2222歳歳歳歳 はい いいえ 無回答
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利用経験では、0～2歳、3～5歳ともに認知度に比べ低くなっています。0～2歳で特に利用経験が低いものは「病児保育（0.0％）」「家庭児童相談事業（6.3％）」「産後ケア事業（7.0％）」です。3～5歳でも同様に「家庭児童相談事業（0.0％）」「産後ケア事業（0.0％）」「病児保育（2.5％）」となっています。0～2歳と 3～5歳を比較すると、認知度にはあまり差がないものの、利用経験では、「家庭教育学級」「白河っ子応援事業」で 3～5歳の利用がそれぞれ 30％前後（0～2歳のおよそ 2倍）と大きな開きがあります。また、「子育てハンドブック等の情報誌」「子育て支援サイト」「子育て支援アプリ」の利用は全体でも高くなっていますが、0～2歳では 50％台で、3～5歳よりも 10％以上高くなっています。                                

29.022.429.219.414.519.00.0 24.5 55.616.428.68.36.3 56.759.652.6 76.412.57.0

65.469.857.373.577.674.792.9 71.4 39.676.4 66.385.283.3 35.834.842.2 17.470.886.0

5.67.813.57.17.96.37.14.14.87.15.16.510.47.55.75.26.216.77.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%①白河っ子応援センター「ぽっかぽか」 162②保健所の情報・相談サービス 116③家庭教育学級 89④保育園の子育て相談 98⑤保育園の一時預かり 165⑥幼稚園の預かり保育 158⑦病児保育 84⑧保育園の地域開放 98⑨地域子育て支援拠点の親子の集いの場 187⑩ファミリーサポート事業 140⑪白河っ子応援事業 98⑫家庭訪問型子育て支援事業「ホームスタート」 108⑬家庭児童相談事業 48⑭子育てハンドブック等の子育て情報誌 134⑮子育て支援サイト 141⑯子育て支援アプリ 154⑰生後４か月までの乳児訪問事業 178⑱養育支援訪問事業 24⑲産後ケア事業 114

N＝利用経験あり利用経験あり利用経験あり利用経験あり〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕0000～～～～2222歳歳歳歳 はい いいえ 無回答

21.0 35.0 60.715.925.0 47.82.5 23.9 47.913.1 56.86.5 42.545.938.7 73.83.7

71.856.1 31.075.770.1 45.091.4 66.4 48.579.5 38.885.992.7 47.544.150.0 21.385.298.1

7.38.98.38.44.97.26.29.73.67.44.37.67.310.09.911.34.911.11.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%①白河っ子応援センター「ぽっかぽか」 124②保健所の情報・相談サービス 123③家庭教育学級 84④保育園の子育て相談 107⑤保育園の一時預かり 144⑥幼稚園の預かり保育 180⑦病児保育 81⑧保育園の地域開放 113⑨地域子育て支援拠点の親子の集いの場 169⑩ファミリーサポート事業 122⑪白河っ子応援事業 139⑫家庭訪問型子育て支援事業「ホームスタート」 92⑬家庭児童相談事業 55⑭子育てハンドブック等の子育て情報誌 120⑮子育て支援サイト 111⑯子育て支援アプリ 106⑰生後４か月までの乳児訪問事業 164⑱養育支援訪問事業 27⑲産後ケア事業 52

N＝利用経験あり利用経験あり利用経験あり利用経験あり〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕3333～～～～5555歳歳歳歳 はい いいえ 無回答

0.0 
0.0 
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利用意向は全般的に利用経験よりも高い傾向にあり、また 3～5歳に比べ 0～2歳の方が高い傾向にあります。0～2歳では特に「家庭教育学級」が 71.9％と高く、利用意向の中で唯一 70％を超えています。3～5歳では「地域子育て支援拠点の親子の集いの場（利用経験 47.9％→利用意向21.7％）」「白河っ子応援事業（利用経験 56.8％→利用意向 41.0％）」が利用経験に比べ、利用意向が大きく下がっている事業となっています。また、「病児保育」は 0～2歳、3～5歳ともに利用経験はそれぞれ 0.0％、2.5%ですが、0～2歳で 54.8%、3～5歳で 34.6%と、利用意向が利用経験に比べ大幅に高くなっています。                                  

45.749.1 71.949.043.6 58.954.844.9 59.943.652.029.629.2 60.465.256.543.325.026.3

38.334.5 15.737.843.6 28.538.142.9 27.844.335.757.456.3 20.917.026.630.958.359.6

16.016.412.413.312.712.77.112.212.312.112.213.014.618.717.716.925.816.714.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%①白河っ子応援センター「ぽっかぽか」 162②保健所の情報・相談サービス 116③家庭教育学級 89④保育園の子育て相談 98⑤保育園の一時預かり 165⑥幼稚園の預かり保育 158⑦病児保育 84⑧保育園の地域開放 98⑨地域子育て支援拠点の親子の集いの場 187⑩ファミリーサポート事業 140⑪白河っ子応援事業 98⑫家庭訪問型子育て支援事業「ホームスタート」 108⑬家庭児童相談事業 48⑭子育てハンドブック等の子育て情報誌 134⑮子育て支援サイト 141⑯子育て支援アプリ 154⑰生後４か月までの乳児訪問事業 178⑱養育支援訪問事業 24⑲産後ケア事業 114

N＝利用意向あり利用意向あり利用意向あり利用意向あり〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕0000～～～～2222歳歳歳歳 はい いいえ 無回答

26.6 44.7 58.326.226.4 54.434.621.229.638.541.021.716.4 50.853.245.334.111.115.4

62.1 39.822.655.156.9 25.049.461.956.847.542.464.167.3 32.529.735.847.066.769.2

11.315.419.018.716.720.616.016.813.613.916.514.116.416.717.118.918.922.215.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%①白河っ子応援センター「ぽっかぽか」 124②保健所の情報・相談サービス 123③家庭教育学級 84④保育園の子育て相談 107⑤保育園の一時預かり 144⑥幼稚園の預かり保育 180⑦病児保育 81⑧保育園の地域開放 113⑨地域子育て支援拠点の親子の集いの場 169⑩ファミリーサポート事業 122⑪白河っ子応援事業 139⑫家庭訪問型子育て支援事業「ホームスタート」 92⑬家庭児童相談事業 55⑭子育てハンドブック等の子育て情報誌 120⑮子育て支援サイト 111⑯子育て支援アプリ 106⑰生後４か月までの乳児訪問事業 164⑱養育支援訪問事業 27⑲産後ケア事業 52

N＝利用意向あり利用意向あり利用意向あり利用意向あり〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕3333～～～～5555歳歳歳歳 はい いいえ 無回答
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問 18-1 問 18 の各事業を知ったきっかけをお答えください。（複数回答）  3～5歳では、「広報しらかわ」からの情報入手が 64.9％と次の「ガイドブックぽっかぽか」に比べ 30％高くなっていますが、0～2歳では、「広報しらかわ」「ガイドブックぽっかぽか」「支援サイトぽっかぽか」「白河市ホームページ」が 45％～50％程度で並んでいて、様々な情報源から情報を得いています。また、0～2歳では 16.0％と「保護者仲間」からの情報入手が 3～5歳に比べ 12.9％低くなっています。                                   

57.842.234.2 40.122.42.6 26.915.8 30.712.30.7
0.9 17.2
0.53.34.73.3

50.749.845.146.016.02.8 28.611.3 30.510.30.5
17.4

0.52.84.23.3

64.934.623.2 34.128.92.4 25.120.4 30.814.20.9
1.9 17.1
0.53.85.23.3

0 20 40 60 80 100白河市の広報「広報しらかわ」子育て支援ガイドブック「ぽっかぽか」白河市子育て支援サイト「ぽっかぽか」白河市ホームページ保育園、幼稚園、学校の保護者の仲間子育てサークルの仲間地域子育て支援拠点保育士、幼稚園の先生、学校の先生医師、保健師、看護師、栄養士…県南保健所民生・児童委員、主任児童委員ベビーシッター市家庭児童相談室・家庭児童…隣近所の人、地域の知人、…県児童相談所民間の電話相談インターネットを通じた相談機関その他無回答

各事業を知ったきっかけ各事業を知ったきっかけ各事業を知ったきっかけ各事業を知ったきっかけ〔〔〔〔％・複数回答％・複数回答％・複数回答％・複数回答〕〕〕〕NNNN＝＝＝＝424424424424 全体 0～2歳 3～5歳 （％）（％）（％）（％）
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6 土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育事業の利用希望について  
問 19 土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育事業の利用希望はありますか。（一

時的な利用、親族・知人による預かりは除きます）（1 つに○）  土曜日、日曜日・祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望は、0～2歳と 3～5歳で差はなく、全体で土曜日に「ほぼ毎週利用したい」が 6.6％、「月に１～2 回利用したい」が 23.6％になっています。日曜日・祝日の利用希望は、全体で「ほぼ毎週利用したい」が 2.1％、「月に１～2 回利用したい」が13.7％となっています。 また、ひとり親世帯では土曜日、日曜日・祝日の利用希望は多く、土曜日に「ほぼ毎週利用したい」が 13.3％、「月に１～2 回利用したい」が 40.0％、日曜日・祝日の利用希望は、「ほぼ毎週利用したい」が 13.3％、「月に１～2 回利用したい」が 23.3％となっています。                 利用希望の開始時刻は土曜日、日曜日・祝日のどちらも 7 時～10 時、希望終了時刻はどちらも 12時～19 時の範囲となっています。時間はどちらも 9 時間前後が多くなっています。 

  

土曜日 日曜日・祝日 開始時刻 人数 終了時刻 人数 時間帯 人数 開始時刻 人数 終了時刻 人数 時間帯 人数 7 時 11 12 時 6 8 時～17 時 18 7 時 5 12 時 1 8 時～18 時 10 8 時 45 13 時 6 8 時～18 時 13 8 時 20 13 時 1 8 時～17 時 7 9 時 36 14 時 8 9 時～17 時 10 9 時 19 14 時 1 9 時～16 時 6 10 時 7 15 時 9  ※時間帯は上位 3つを表示 10 時 5 15 時 3  ※時間帯は上位 3つを表示     16 時 16     16 時 11    17 時 31       17 時 15       18 時 20       18 時 14       19 時 3       19 時 2    

68.468.568.2 6.67.06.2 23.623.923.2 1.40.52.4
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4240～2歳 2133～5歳 211年齢 N＝土曜日の定期的な教育・保育事業の利用希望土曜日の定期的な教育・保育事業の利用希望土曜日の定期的な教育・保育事業の利用希望土曜日の定期的な教育・保育事業の利用希望〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に1～2回は利用したい 無回答

81.681.282.0 2.12.31.9 13.714.612.8 2.61.93.3
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4240～2歳 2133～5歳 211

年齢 N＝日曜・祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望日曜・祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望日曜・祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望日曜・祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に1～2回は利用したい 無回答
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問 19-1 定期的な教育・保育事業を毎週ではなく、たまに利用したい理由はなんですか。

（複数回答）   「月に数回仕事が入るため」が全体で 70.9％ですが、「平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため」「息抜きのため」も全体で 30％弱となっています。3 項目とも、0～2歳の方が、5～15％程度多くなっています。                   
問 20 幼稚園の夏休み・冬休みなど長期休業期間中に、教育・保育事業の利用希望はあ

りますか。（1 つに○） また、利用したい時間帯をお答えください。  「利用する必要がない」は 30.3％ですが、「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい（34.1％）」と「休みの期間中、週に数日利用したい（28.8％）」を合わせると 62.9％です。 また、ひとり親世帯の方では、7人中 3人の方が、「ほぼ毎日利用したい」と答えています。 
  利用希望の開始時刻は 7 時～14 時、希望終了時刻は 12 時～19 時の範囲となっています。時間帯は 8 時～17 時が 14人と多いですが、9 時～15 時が 10人、9 時～14 時が 9人と、5～6 時間の短い時間の希望も多くなっています。 

30.3 34.1 28.8 6.80% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 132年齢 N＝
幼稚園利用者幼稚園利用者幼稚園利用者幼稚園利用者////長期休業期間中の利用希望長期休業期間中の利用希望長期休業期間中の利用希望長期休業期間中の利用希望〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕利用する必要はない 休みの期間中、ほぼ毎日利用したい休みの期間中、週に数日利用したい 無回答

70.926.43.6 28.210.02.7

78.230.93.6 30.97.31.8

63.621.83.6 25.512.73.6

0 20 40 60 80 100月に数回仕事が入るため平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため親族の介護や手伝いが必要なため息抜きのためその他無回答

月月月月1111～～～～2222回の利用希望者回の利用希望者回の利用希望者回の利用希望者////利用したい理由利用したい理由利用したい理由利用したい理由〔〔〔〔％・複数回答％・複数回答％・複数回答％・複数回答〕〕〕〕NNNN＝＝＝＝110110110110 全体 0～2歳 3～5歳 （％）（％）（％）（％）
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長期休業中 開始時刻 人数 終了時刻 人数 時間帯 人数 7 時 10 12 時 2 8 時～17 時 14 8 時 30 13 時 2 9 時～15 時 10 9 時 36 14 時 13 9 時～14 時 9 10 時 3 15 時 13 8 時～16 時 7 13 時 1 16 時 16 9 時～17 時 7 14 時 1 17 時 24  ※時間帯は上位 5 つを 表示    18 時 10    19 時 1     
問 20-1 休みの期間中、週に数日利用したいに○をつけた方にうかがいます。毎日では

なく、たまに利用したい理由はなんですか。（複数回答）  「週に数回仕事が入るため」が 44.7％ですが、「買い物等の用事をまとめて済ませるため」「息抜きのため」もそれぞれ 40％弱となっています。回答はすべて 3～5歳の方です。 

        

44.739.55.3 39.526.3

0 20 40 60 80 100週に数回仕事が入るため買い物等の用事をまとめて済ませるため親族の介護や手伝いが必要なため息抜きのためその他無回答

週に数日の利用希望者週に数日の利用希望者週に数日の利用希望者週に数日の利用希望者////利用したい理由利用したい理由利用したい理由利用したい理由〔〔〔〔％・複数回答％・複数回答％・複数回答％・複数回答〕〕〕〕NNNN＝＝＝＝38383838 全体 （％）（％）（％）（％）
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7 幼児教育・保育無償化について  
問 21 幼児教育や保育が無償化となった場合、主に利用したいと思う事業はどれですか。

（１つに○）   利用希望は全体では、市立幼稚園（16.5％）、認定こども園（15.3％）、私立幼稚園（13.2％）が上位です。0～2歳では、市立幼稚園、認定こども園、市立保育園が 14.6％で並んでいます。3～5歳では全体と同様の順序、市立幼稚園（18.5％）、認定こども園（16.1％）、私立幼稚園（13.7％）です。 

 

 ひとり親世帯では、市立幼稚園、市立幼稚園預かり保育、市立保育園、私立保育園、認定こども園が3人～4人となっています。      

16.514.618.5
13.212.713.7

6.85.2 8.5
7.88.0 7.6

12.514.6 10.4
6.19.42.8

15.314.616.1
0.2
0.5
0.70.90.5
0.20.5 20.519.721.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4240～2歳 2133～5歳 211
年齢 N＝
幼児教育・保育無償化の場合の利用したい事業幼児教育・保育無償化の場合の利用したい事業幼児教育・保育無償化の場合の利用したい事業幼児教育・保育無償化の場合の利用したい事業〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕市立幼稚園 私立幼稚園 市立幼稚園の預かり保育私立幼稚園の預かり保育 市立保育園 私立保育園認定こども園 小規模保育事業 事業所内保育施設認可外保育施設 無回答

    問 21.幼児教育や保育が無償化となった場合、以下の事業において主に利用したいと思う事業はどれですか。 （％） 
 （人） 合計 （人） 市立幼稚園 私立幼稚園 市立幼稚園預かり保育 私立幼稚園預かり保育 市立保育園 私立保育園 認定こども園 小規模保育事業 事業所内保育施設 認可外保育施設 無回答  全体 424 424 16.5 13.2 6.8 7.8 12.5 6.1 15.3 0.2 0.7 0.2 20.5 問 2.お子さん年齢区分 0～2 歳 213 213 14.6 12.7 5.2 8.0 14.6 9.4 14.6 0.0 0.9 0.5 19.7 3～5 歳 211 211 18.5 13.7 8.5 7.6 10.4 2.8 16.1 0.5 0.5 0.0 21.3 
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8 お子さんの病気の際の対応について   ※平日の教育・保育を利用する方のみ対象 
問 22 この 1 年間に、病気やケガで、教育・保育事業を利用できなかったことはありま

すか。（1 つに○）  0～2歳で「利用できなかったことがある」方は 80.7％で、3～5歳で「利用できなかった」方（70.9％）に比べ 9.8％多くなっています。         
問 22-1 問 22 で病気やケガで、教育・保育事業を利用できなかったことがある方にう

かがいます。教育・保育事業が利用できなかったときに、どのような対処をしま

したか。（複数回答）また、あてはまる対処それぞれについて、おおよその日数を

お答えください。  両親のどちららかが仕事を休まれた方は、3～5 歳では 53.7％ですが、0～2 歳では 77.2％と23.5％多くなっています。また、「親族・知人に子どもをみてもらった」比率はほぼ変わりませんが、「父親、母親のうち就労していない方が子どもをみた」方は、3～5歳で 24.8％と 0～2歳の方に比べ20.5％多くなっています。「病児保育」「ベビーシッター」の利用、「子どもだけで留守番させた」ケースはありませんでした。また、ひとり親世帯では、「母親が休んだ」方は 10人、「親族・知人に子どもをみてもらった」方は 7人で、比率でみるとふたり親世帯に比べどちらも 20％以上多くなっています。 対処でその他と答えた方は 5 名ですが、その他欄に記入された方は 8 名です。別居の親族にみてもらったが 5 名で、他は「ファミリーサポートセンター利用」、「入院」、「働きながら自宅でみた」です。 また対処日数ですが、5 日以内が 62.1％ですが、年間 31 日以上対処の方が 3 名で、最長の方は70 日（母親が休んだ）です。           

73.780.770.9 22.818.124.8 3.51.24.4
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 2890～2歳 833～5歳 206年齢 N＝病気等で教育・保育事業が利用できなかったこと病気等で教育・保育事業が利用できなかったこと病気等で教育・保育事業が利用できなかったこと病気等で教育・保育事業が利用できなかったこと〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕あった なかった 無回答
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                利用できないことがあった方利用できないことがあった方利用できないことがあった方利用できないことがあった方////対処対処対処対処日数日数日数日数〔〔〔〔人人人人〕〕〕〕                      休んだ日数               （人） ～5 日 ～10 日 ～20 日 ～30 日 31 日～ 父親が休んだ 48 6 2 0 0 母親が休んだ 81 41 24 7 1 親族・知人に見てもらった 55 20 6 4 0 就労していない方がみた 21 9 4 1 2 その他 3 4 1 0 0  
問 22-2 「病気やケガで、教育・保育事業を利用できなかった」際に「親が休んだ」方

にうかがいます。その際、「できれば病児のための保育施設等を利用したい」と

思いましたか。（1 つに○）また、利用したいと思われた方は、利用したかった

日数をお答えください。  病児保育施設の利用意向は、全体では 29.1％ですが、0～2歳では 39.5％です。また、利用希望の方で、病児保育を認知していなかった方は、希望者 30 名中 12 名です。日数では 5 日（11人）が最も多く、次いで 10 日（5人）、最長は 20 日です。ひとり親世帯では、12 名中 4 名の方が利用を希望されています。       29.1 39.523.1 68.955.376.9 1.95.30% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 1030～2歳 383～5歳 65年齢 N＝父母が休んだ方父母が休んだ方父母が休んだ方父母が休んだ方////病児保育施設等の利用希望病児保育施設等の利用希望病児保育施設等の利用希望病児保育施設等の利用希望〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕できれば病児保育施設等を利用したかった 利用したいとは思わなかった 無回答

16.0 45.224.218.32.3 32.9

24.3 52.922.94.31.4 42.9

12.1 41.624.824.82.7 28.2

0 20 40 60 80 100父親が休んだ母親が休んだ親族・知人に子どもをみてもらった父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみたその他無回答

利用できないことがあった方利用できないことがあった方利用できないことがあった方利用できないことがあった方////対処法対処法対処法対処法〔〔〔〔％・複数回答％・複数回答％・複数回答％・複数回答〕〕〕〕NNNN＝＝＝＝219219219219 全体 0～2歳 3～5歳 （％）（％）（％）（％）
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9 不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について  
問 23 保護者の私用、通院、不定期の就労等の目的で、不定期に利用している事業はあ

りますか。（複数回答）また、あてはまる番号それぞれについて、1 年間のおおよそ

の利用日数をお答えください。   不定期の利用事業は、3～5歳の「幼稚園の預かり保育」が 12.8％ありますが、他は多くありません。利用されていない方は全体で 83.3％です。ひとり親世帯の方も同様の傾向です。 利用日数では、 ①一時預かり     5 日以下：7人、10 日・24 日・125 日：各 1人 ②幼稚園預かり保育  6 日以下：14人、10 日～20 日：6人、40 日～60 日：4人            96 日：1人、120 日・240 日：各 2人 ③ファミリーサポート 5 日以下：11人   センター ④ベビーシッター   5 日：1人 ⑤その他       おひさま（2 日）：1人、児童発達支援（5 日）：1人 となっています。                
問 23-1 保護者の私用、通院、不定期の就労等の目的で、それぞれの事業を現在利用し

ていない理由はなんですか。（複数回答）  「特に利用する必要がない」が全体で 68.0％ですが、「利用できる事業の内容がわからない」が21.0％、「利用料がかかる・高い」が 17.6％となっています。    

1.9 6.62.40.20.7 83.35.9
3.30.53.30.9 86.46.1

0.5 12.81.40.50.5 80.15.7

0 20 40 60 80 100一時預かり幼稚園の預かり保育ファミリーサポートセンターベビーシッターその他利用していない無回答

不定期に利用している教育・保育事業不定期に利用している教育・保育事業不定期に利用している教育・保育事業不定期に利用している教育・保育事業〔〔〔〔％・複数回答％・複数回答％・複数回答％・複数回答〕〕〕〕NNNN＝＝＝＝424424424424 全体 0～2歳 3～5歳 （％）（％）（％）（％）
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問 24 保護者の私用、通院、不定期の就労等の目的で、あて名のお子さんの不定期に利

用する事業が年間何日くらい必要だと思いますか。利用希望の有無についてお答え

ください。（1 つに○）また、利用希望のある場合は、年間合計、目的別の内訳のお

およその日数をお答えください。  不定期での事業の利用希望は「利用したい」が 36.6％となっています。                     

68.04.55.45.1 17.621.09.62.5

62.56.57.16.5 18.5 25.010.32.2

74.02.43.63.6 16.616.68.93.0

0 20 40 60 80 100特に利用する必要がない利用したい事業が地域にない地域の事業の質に不安がある地域の事業の利便性がよくない利用料がかかる・高い利用できる事業の内容がわからないその他無回答

未利用者未利用者未利用者未利用者////利用していない理由利用していない理由利用していない理由利用していない理由〔〔〔〔％・複数回答％・複数回答％・複数回答％・複数回答〕〕〕〕NNNN＝＝＝＝353353353353 全体 0～2歳 3～5歳 （％）（％）（％）（％）

36.638.035.1 44.342.346.4 19.119.718.50% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4240～2歳 2133～5歳 211年齢 N＝不定期での教育・保育事業の利用希望不定期での教育・保育事業の利用希望不定期での教育・保育事業の利用希望不定期での教育・保育事業の利用希望〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕利用したい 利用したくない 無回答

18.118.19.01.3 66.5
19.816.011.12.5 65.4

16.220.36.8
67.6

0 20 40 60 80 100私用、リフレッシュ目的冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の…不定期の就労その他無回答

利用したい方利用したい方利用したい方利用したい方////利用したい理由利用したい理由利用したい理由利用したい理由〔〔〔〔％・複数回答％・複数回答％・複数回答％・複数回答〕〕〕〕NNNN＝＝＝＝155155155155 全体 0～2歳 3～5歳 （％）（％）（％）（％）
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年間希望日数では、24 日までで、72.9％を占めています。最大日数は 165 日です。 利用目的別では、「冠婚葬祭・学校行事など」が 12 日までで 83.9％を占めています。「不定期の就労」では、100 日を超えている方が 5人で、最大 150 日となっています。   事業の事業の事業の事業の不定期利用希望の目的日数不定期利用希望の目的日数不定期利用希望の目的日数不定期利用希望の目的日数////希望日数希望日数希望日数希望日数                                                                                〔〔〔〔人人人人〕〕〕〕   ～6 日 ～12 日 ～24 日 ～36 日 ～50 日 51 日～ 年間合計 13 33 32 17 6 6 私用 36 43 13 4 2 3 冠婚葬祭・学校行事など 46 48 11 6 1 0 不定期の就労 15 12 3 4 1 5 その他 2 0 3        
問 25 この 1 年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、お

子さんを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか

（預け先が見つからなかった場合も含みます）。あったか、なかったかについてお

答えください。（１つに○）また、あった場合の対処方法別の内訳のおおよその泊

数をお答えください。  泊まりがけで子どもを預けたことがある方は、全体で 19.3％です。対処方法は、62.2％が「親族・知人にみてもらった」で、「保育事業の利用」は 0件でした。          泊りがけで子どもを預け泊りがけで子どもを預け泊りがけで子どもを預け泊りがけで子どもを預けたときのたときのたときのたときの 1111 年間の対処方法年間の対処方法年間の対処方法年間の対処方法                                                                    〔％〕〔％〕〔％〕〔％〕     合計  （ 人） 
親族・知人にみて もらった 保育事業を利用した 仕方なく子どもを同行させた 仕方なく子どもだけで留守番をさせた その他 無回答   全体 82 62.2 0.0 12.2 0.0 1.2 30.5 お子さんの年齢区分 0～2 歳 41 61.0 0.0 19.5 0.0 2.4 26.8 3～5 歳 41 63.4 0.0 4.9 0.0 0.0 34.1  ※合計列のみ人数、他は％  

19.319.219.4 74.572.376.8 6.18.53.8
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4240～2歳 2133～5歳 211

年齢 N＝泊りがけで子どもを預けたこと泊りがけで子どもを預けたこと泊りがけで子どもを預けたこと泊りがけで子どもを預けたこと 〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕あった なかった 無回答
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対処日数は、12 日以内で 86.4％です。最大日数は 96 日（1人）です。 泊りがけで子どもを預け泊りがけで子どもを預け泊りがけで子どもを預け泊りがけで子どもを預けたときのたときのたときのたときの 1111 年間の対処日数年間の対処日数年間の対処日数年間の対処日数                                                        〔〔〔〔人人人人〕〕〕〕   ～6 日 ～12 日 ～24 日 ～36 日 ～50 日 51 日～ 親族・知人にみてもらった 43 17 7 1 1 2 同行させた 10 0 0 0 0 0  
問 25-1 保護者の用事により、お子さんを泊りがけで(同居者を含む)親族・知人にみて

もらった方にうかがいます。その場合の困難度はどの程度でしたか。（1 つに○）   「困難」と答えた方は全体で 62.7％です。ひとり親世帯の方は、「どちらかというと困難」 「特に困難ではない」が 1 名ずつです。 

  
10 小学校就学後の放課後の過ごし方について  ※あて名のお子さんが来年度、小学校に入学する方（66 名）のみ対象  
問 26 小学校に入学した後、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で

過ごさせたいと思いますか。低学年と高学年、それぞれの期間についてお答えくだ

さい。（複数回答）また、利用を希望する日数（放課後児童クラブの場合は利用希

望時間も）をお答えください。  ※現在、お持ちのイメージで回答を依頼 過ごさせたい場所では、「放課後児童クラブ」が 53.0％でした。利用希望日数では「放課後児童クラブ」の 5 日間が最も多く、低学年、高学年それぞれ 50.0％と 30.3％でした。「放課後児童クラブ」以外の希望は、低学年と高学年で大きな変動はありませんでした。 「放課後児童クラブ」の希望終了時間は、17 時までと 18 時までが最も多く、この 2 つの時刻を合わせると、低学年では 45.4％、高学年では 30.3％となっています。ただし 19 時までの希望も多く、低学年 12.1％、高学年 9.1％となっています。   

17.624.011.5 45.140.050.0 35.332.038.5 2.04.00% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 510～2歳 253～5歳 26
年齢 N＝親族等に預けた方親族等に預けた方親族等に預けた方親族等に預けた方////預けた時の困難度預けた時の困難度預けた時の困難度預けた時の困難度〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕非常に困難 どちらかというと困難 特に困難ではない 無回答
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           就学後に希望する過ごし方・日数／週就学後に希望する過ごし方・日数／週就学後に希望する過ごし方・日数／週就学後に希望する過ごし方・日数／週        〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕      低学年(n=66)             自宅 祖母宅等 習い事 放課後児童クラブ 放課後子ども教室 ファミリーサポートセンター その他 計 1 日 1.5% 0.0% 7.6% 0.0% 1.5% 0.0% 1.5% 12.1% 2 日 4.5% 1.5% 10.6% 7.6% 0.0% 0.0% 1.5% 25.8% 3 日 10.6% 1.5% 3.0% 4.5% 0.0% 1.5% 1.5% 22.7% 4 日 1.5% 0.0% 1.5% 4.5% 0.0% 0.0% 0.0% 7.6% 5 日 15.2% 1.5% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 6 日 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7 日 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 計 33.3% 4.5% 22.7% 66.7% 1.5% 1.5% 4.5%      高学年(n=66)             自宅 祖母宅等 習い事 放課後児童クラブ 放課後子ども教室 ファミリーサポートセンター その他 計 1 日 4.5% 3.0% 7.6% 0.0% 1.5% 0.0% 1.5% 18.2% 2 日 1.5% 3.0% 7.6% 4.5% 0.0% 0.0% 1.5% 18.2% 3 日 4.5% 1.5% 3.0% 4.5% 0.0% 0.0% 1.5% 15.2% 4 日 1.5% 0.0% 1.5% 4.5% 0.0% 0.0% 0.0% 7.6% 5 日 12.1% 1.5% 1.5% 30.3% 0.0% 0.0% 0.0% 45.5% 6 日 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7 日 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 計 24.2% 9.1% 21.2% 43.9% 1.5% 0.0% 4.5%     

33.36.1 15.2 53.01.5 21.2
0 20 40 60 80 100自宅祖父母宅や友人宅等習い事放課後児童クラブ放課後子ども教室ファミリーサポートセンターその他無回答

就学後に希望する放課後の過ごし方就学後に希望する放課後の過ごし方就学後に希望する放課後の過ごし方就学後に希望する放課後の過ごし方〔〔〔〔％・複数回答％・複数回答％・複数回答％・複数回答〕〕〕〕NNNN＝＝＝＝66666666 （％）（％）（％）（％）
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放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブの希望終了時間の希望終了時間の希望終了時間の希望終了時間〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕      低学年 高学年 〜15 時 2.3% 3.4% 〜16 時 11.4% 6.9% 〜17 時 34.1% 37.9% 〜18 時 34.1% 31.0% 〜19 時 18.2% 20.7% 低学年  n=44 高学年  n=29     
11 家庭の子育て、地域の子育て環境について  
問 27 子育てをどのように感じていますか。（１つに○）  「喜びや楽しみが大きい」「どちらかというと喜びや楽しみが大きい」と答えられた方は全体で91.7％となっています。年代による大きな差はありません。ひとり親世帯では「喜びや楽しみが大きい」と答えられた方が、46.7％とふたり親世帯に比べ 11.1％多いですが、「どちらかというと、不安や負担の方が大きい」「とても不安や負担を感じている」方も多く、合わせると 20.0％になっています。「とても不安や負担を感じている」方は、ひとり親世帯、ふたり親世帯ともに 2人です。 

         

35.638.033.2 56.154.957.3 7.15.68.50.90.90.90.20.5
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4240～2歳 2133～5歳 211

年齢 N＝
子育て感子育て感子育て感子育て感〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕 喜びや楽しみが大きいどちらかというと、喜びや楽しみの方が大きいどちらかというと、不安や負担の方が大きいとても不安や負担を感じている無回答
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問 28  子育て（教育含む）をする上で、気軽に相談できる相手はいますか。（複数回答）  「配偶者・パートナー」「その他親族」「知人・友人等」の比率が年代にかかわらず高く、全体で 82.3％、75.7％、51.7％の順となっています。「保育園・幼稚園の保護者仲間など」「保育士・幼稚園の先生など」「職場の人」は 0～2歳に比べ、3～5歳の比率が高く、特に「保育園・幼稚園の仲間など」では、52.1％と 30.0％高くなっています。ひとり親世帯では、「職場の人」の比率が 50.0％とふたり親世帯の方に比べ、14.4％程高くなっています。逆に「知人・友人等」「保育園、幼稚園の保護者の仲間など」が 36.7％、20.0％とふたり親世帯の方に比べそれぞれ 15％以上低くなっています。                                 

82.375.751.736.637.03.5 9.7 28.510.12.60.20.50.51.90.50.20.9

83.175.150.231.922.15.2 12.7 19.213.61.9
0.50.51.90.51.4

81.576.353.141.2 52.11.9 6.6 37.96.63.30.50.50.51.90.90.5

0 20 40 60 80 100配偶者、パートナーその他の親族隣近所の人、地域の知人、友人職場の人保育園、幼稚園、学校の保護者の仲間子育てサークルの仲間地域子育て支援拠点のスタッフ保育士、幼稚園の先生、学校の先生医師、保健師、看護師、栄養士など県南保健所の職員民生・児童委員、主任児童委員ベビーシッター市家庭児童相談員県児童相談所の職員民間の電話相談インターネットを通じた相談機関相談相手がいない相談すべきことはないその他無回答

子育てで気軽に相談できる相手子育てで気軽に相談できる相手子育てで気軽に相談できる相手子育てで気軽に相談できる相手〔〔〔〔％・複数回答％・複数回答％・複数回答％・複数回答〕〕〕〕NNNN＝＝＝＝424424424424 全体 0～2歳 3～5歳 （％）（％）（％）（％）
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問 29  日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（複数回答）  「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」方は全体で 37.5％ですが、「緊急時にみてもらえる親族や友人・知人等」は、合計すると全体で 65.6％です。ただ、「いずれの場合もみてもらえない」方も全体で 11.6％います。ひとり親世帯では、日常的、緊急的ともにみてもらえる親族がそれぞれ 43.3％、60.0％いて、「いずれもいない」方は 6.7％とふたり親世帯の方よりも少ないです。                                   

37.5 57.10.7 8.511.6
39.0 57.70.5 8.511.7

36.0 56.40.9 8.511.4

0 20 40 60 80 100日常的に祖父母等の親族にみてもらえる緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる緊急時もしくは用事の際には子供をみてもらえる友人・知人がいるいずれもない無回答

日頃子どもをみてもらえる親族・知人日頃子どもをみてもらえる親族・知人日頃子どもをみてもらえる親族・知人日頃子どもをみてもらえる親族・知人〔〔〔〔％・複数回答％・複数回答％・複数回答％・複数回答〕〕〕〕NNNN＝＝＝＝424424424424 全体 0～2歳 3～5歳 （％）（％）（％）（％）
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問 29-1 問 29 で「お子さんをみてもらえる」のいずれかに○をつけた方にうかがいま

す。お子さんをみてもらっている状況についてお答えください。（複数回答）  「安心して子供をみてもらえる」方は全体で 55.2％で、年代による差はあまりありません。ただし、「身体的な負担」「時間や精神的な負担」をかけていることをそれぞれ 25％程度の方が心配されています。 

  
問 29-2 問 29 で「お子さんをみてもらえる」のいずれかに○をつけた方にうかがいま

す。お子さんをみてもらっている親族・知人は、どちらにお住まいですか。   0～2歳では「住んでいる地区」に住んでいる方が 33.5％なのに対し、3～5歳では 46.5％となっています。白河市内まで地域を広げると、差は 4.6％になります。 
 

55.223.225.330.49.12.10.5

53.725.025.028.712.21.60.0

56.721.425.7 32.15.92.71.1

0 20 40 60 80 100安心して子供をみてもらえる身体的負担が大きく心配である時間的制約や精神的な負担が大きく心配である負担をかけていることが心苦しい子どもの教育や発達にふさわしい環境であるか、少し不安があるその他無回答

育児支援者がいる方育児支援者がいる方育児支援者がいる方育児支援者がいる方////状況状況状況状況〔〔〔〔％・複数回答％・複数回答％・複数回答％・複数回答〕〕〕〕NNNN＝＝＝＝375375375375 全体 0～2歳 3～5歳 （％）（％）（％）（％）

40.033.5 46.5 27.731.9 23.5 23.223.9 22.5 3.74.33.2 5.36.44.3
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 3750～2歳 1883～5歳 187

年齢 N＝育児支援者の居住地育児支援者の居住地育児支援者の居住地育児支援者の居住地〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕 住んでいる地区 白河市内（住んでいる地区以外）白河市外（県内） 県外無回答
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問 30 子育てに関して、悩みや気にかかることはありますか。（項目毎にあてはまる番号

1 つに○）  全体では、悩みやストレスについて「大いに思う」方が最も多いのは「自分の時間が十分にもてない」で 19.3％、「どちらかというと思う」方を入れても最も多い（52.1％）項目となっています。次いで「大いに思う」で多いのは「教育費の負担」「生活費の負担」「子どもの病気や発育・発達のこと」でそれぞれ 13.0％、12.0％、11.8％となっています。「どちらかというと思う」まで含めると「子どもの食事や栄養のこと」「子どもの勉強や進学のこと」が増え、それぞれ 40.3％、36.3％となります。 また、0～2歳と 3～5歳の比較では、「子どもの勉強や進学のこと」「子どもの友だちとの関係」 「子どもとの時間を十分もてない」が、3～5歳の方が 10％以上多く、「子育ての仲間がいない」 「仕事が十分にできない」は 0～2歳の方が 5％以上多い項目です。 ひとり親世帯で「大いに思う」方が最も多いのは「生活費の負担」で 33.3％、次いで多いのは「自分の時間が十分にもてない」「教育費の負担」「配偶者の協力が少ない（得られない）」でそれぞれ 23.3％、20.0％、20.0％となっています。「どちらかというと思う」まで含めると「自分の時間が十分にもてない」が 53.3％と多くなりますが、「生活費の負担」「放射性物質・放射線の影響が心配」「仕事が十分にできない」「子どもとの時間を十分もてない」 「教育費の負担」がふたり親世帯にくらべ、10％以上多い項目になっています。                        

11.811.19.29.09.03.52.67.312.013.019.35.29.78.3

22.229.227.123.818.914.613.29.4 22.617.2 32.813.416.014.9

14.6 14.422.918.217.530.718.423.1 27.830.4 23.818.6 25.725.2

25.2 27.423.829.532.334.239.923.8 25.525.7 14.933.5 24.326.2

25.017.516.518.921.916.525.532.3 11.313.28.728.522.624.3

1.20.50.50.70.50.50.54.00.70.50.50.71.71.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%ア.子どもの病気や発育・発達のこと 424イ.子どもの食事や栄養のこと 424ウ.子どもの勉強や進学のこと 424エ.子どもの友だちとの関係 424オ.子どもとの時間を十分もてない 424カ.育児やしつけの方法がよくわからない 424キ.子どもとの接し方に自信が持てない 424ク.配偶者の協力が少ない 424ケ.生活費の負担が大きい 424コ.教育費の負担が大きい 424サ.自分の時間が十分にもてない 424シ.子育ての仲間がいない 424ス.仕事が十分にできない 424セ.放射性物質・放射線の影響 424

N＝子育ての悩み等子育ての悩み等子育ての悩み等子育ての悩み等〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕全体全体全体全体 大いに思う どちらかというと思う どちらともいえないあまり思わない ほとんど思わない 無回答

40 
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8.911.36.67.55.62.31.96.611.311.321.17.013.18.0

23.0 31.024.418.314.616.012.29.4 20.215.0 32.916.015.015.0

15.0 15.024.424.418.332.419.221.6 25.429.6 21.119.7 23.923.0

28.2 25.823.925.831.5 32.939.924.4 28.226.8 14.130.023.025.4

24.416.420.223.529.6 16.026.333.3 14.116.910.326.322.526.8

0.50.50.50.50.50.50.54.70.90.50.50.92.31.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%ア.子どもの病気や発育・発達のこと 213イ.子どもの食事や栄養のこと 213ウ.子どもの勉強や進学のこと 213エ.子どもの友だちとの関係 213オ.子どもとの時間を十分もてない 213カ.育児やしつけの方法がよくわからない 213キ.子どもとの接し方に自信が持てない 213ク.配偶者の協力が少ない 213ケ.生活費の負担が大きい 213コ.教育費の負担が大きい 213サ.自分の時間が十分にもてない 213シ.子育ての仲間がいない 213ス.仕事が十分にできない 213セ.放射性物質・放射線の影響 213

N＝子育ての悩み等子育ての悩み等子育ての悩み等子育ての悩み等〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕0000～～～～2222歳歳歳歳 大いに思う どちらかというと思う どちらともいえない

14.710.911.810.412.34.73.38.112.814.717.53.36.28.5

21.327.529.929.423.213.314.29.5 25.119.4 32.710.917.114.7

14.213.7 21.311.816.628.917.524.6 30.331.3 26.517.5 27.527.5

22.328.9 23.733.233.235.539.823.2 22.724.6 15.637.0 25.627.0

25.618.512.814.214.217.124.631.3 8.59.57.130.822.721.8

1.90.50.50.90.50.50.53.30.50.50.50.50.90.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%ア.子どもの病気や発育・発達のこと 211イ.子どもの食事や栄養のこと 211ウ.子どもの勉強や進学のこと 211エ.子どもの友だちとの関係 211オ.子どもとの時間を十分もてない 211カ.育児やしつけの方法がよくわからない 211キ.子どもとの接し方に自信が持てない 211ク.配偶者の協力が少ない 211ケ.生活費の負担が大きい 211コ.教育費の負担が大きい 211サ.自分の時間が十分にもてない 211シ.子育ての仲間がいない 211ス.仕事が十分にできない 211セ.放射性物質・放射線の影響 211

N＝子育ての悩み等子育ての悩み等子育ての悩み等子育ての悩み等〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕3333～～～～5555歳歳歳歳 大いに思う どちらかというと思う どちらともいえない
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●仕事と子育ての両立について 
問 31 お子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しました

か。（母親、父親それぞれについて 1 つに〇）  母親の育児休業は、年代区分が若い 0～2 歳の方の方が取得率が高く 49.3％と 3～5 歳に比べ11.4％高くなっています。父親の取得率は全般的に低く、0～2 歳で 2.8％、3～5 歳では 0件です。また母親では、全体で 2.8％の方が、育休後職場復帰されていません。             

          

87.785.490.0
1.42.8 10.811.710.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4240～2歳 2133～5歳 211
年齢 N＝
父親父親父親父親////育児休業の取得育児休業の取得育児休業の取得育児休業の取得〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕 取得していない働いていなかった取得（取得中である）して職場復帰した（復帰予定）取得したが職場復帰しなかった無回答

12.59.415.6
38.435.7 41.2

40.845.5 36.0
2.83.81.9
5.45.65.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4240～2歳 2133～5歳 211
年齢 N＝
母親母親母親母親////育児休業の取得育児休業の取得育児休業の取得育児休業の取得〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕 取得していない働いていなかった取得（取得中である）して職場復帰した（復帰予定）取得したが職場復帰しなかった無回答
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問 31-1 子どもが原則 1 歳（保育園における保育の実施が行われないなど一定の要件を

満たす場合は再延長で最大 2 歳まで）になるまで育児休業給付が支給される仕

組み、子どもが満 3 歳になるまでの育児休業等※（法定の育児休業及び企業が

法定を上回る期間設けた育児休業に準ずる措置）期間について健康保険及び厚

生年金保険の保険料が免除になる仕組みがありますが、そのことをご存じでし

たか。（1 つに○）  「育児休業給付」「保険料免除」両方知っていた方は全体では 36.3％ですが、両方知らなかった方も28.5％います。「保険料免除」を知らない方は 0～2歳でも 56.4％います。 

  
問 31-2 平成 29 年 10 月より育児休業給付金の支給期間が、最長で子どもが 2 歳になる

までに延長されています。この制度改正を踏まえ、子どもが何歳になるまで、育

児休業給付金を受給したいと思いますか（または受給しましたか）。（1 つに○）  育児休業給付金の支給を 1歳 6 か月以降 2歳まで希望されている方は全体では 29.7%、また、わからないと回答されている方も 19.1％います。              

36.341.331.3
33.031.035.1

1.20.91.4
28.525.431.8

0.91.40.5
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4240～2歳 2133～5歳 211

年齢 N＝
育児休業給付、保険料免除の認知育児休業給付、保険料免除の認知育児休業給付、保険料免除の認知育児休業給付、保険料免除の認知〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕 育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた育児休業給付のみ知っていた保険料免除のみ知っていた育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった無回答

14.416.911.8 5.97.04.7 29.729.130.3 28.526.830.3 19.1 18.319.9 2.41.92.8
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4240～2歳 2133～5歳 211

年齢 N＝
育児休業給付金を受給したい期間育児休業給付金を受給したい期間育児休業給付金を受給したい期間育児休業給付金を受給したい期間〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕 子どもが1歳になるまで（保育園に入園できない場合）子どもが1歳6か月になるまで（保育園に入園できない場合）子どもが2歳になるまでこの制度に該当しないわからない無回答
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問 31-3 育児休業を取得して職場復帰した方にうかがいます。育児休業からの職場復帰

時には、短時間勤務制度を利用しましたか。（1 つに○）  短時間勤務制度を利用された方は、0～2歳で 38.1％と 3～5歳の方に比べ 5.2％多くなっています。          ※ 職場復帰した父親職場復帰した父親職場復帰した父親職場復帰した父親////短時間勤務制度の利用状況短時間勤務制度の利用状況短時間勤務制度の利用状況短時間勤務制度の利用状況 父親の当設問の該当者（育児休業取得）は 0～2 歳の方 6 人で、全員短時間勤務は利用しませんでした。そのため結果記載は省略します。  
問 31-4 短時間勤務を利用しなかった方にうかがいます。短時間勤務制度を利用しなか

った理由は何ですか。（複数回答）  取得しなかった理由は、「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」「仕事が忙しかった」「短時間勤務にすると給与が減額される、経済的に苦しくなる」がそれぞれ 40％～50％で多くなっていますが、0～2歳では、「 職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」が 56.1％で最も多く（3～5歳との差は 13.2％）、3～5歳では、「短時間勤務にすると給与が減額される、経済的に苦しくなる」が 57.1％で最も多く（0～2歳との差は 18.1％）なっています。 また、0～2歳の方で、「制度がなかった」「制度を利用できることを知らなかった」と答えられた方が、それぞれ 14.6％、17.1％います。  ※ 職場復帰した父親職場復帰した父親職場復帰した父親職場復帰した父親////短時間勤務制度の利用短時間勤務制度の利用短時間勤務制度の利用短時間勤務制度の利用しなかった理由しなかった理由しなかった理由しなかった理由 父親の当設問の回答者は 4人のため結果記載は省略します。「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」「短時間勤務にすると給与が減額される、経済的に苦しくなる」と 3 名が回答され、「仕事が忙しかった」「制度を利用できることを知らなかった」と回答された方がそれぞれ 1 名です。        

35.838.132.9 48.042.355.3 16.219.6 11.8
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 1730～2歳 973～5歳 76

年齢 N＝職場復帰した母親職場復帰した母親職場復帰した母親職場復帰した母親////短時間勤務制度の利用状況短時間勤務制度の利用状況短時間勤務制度の利用状況短時間勤務制度の利用状況〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕短時間勤務を利用した 短時間勤務を利用しなかった 無回答
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問 31-5 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育園入所に合わせたタイミン

グでしたか。あるいはそれ以外でしたか。  復帰のタイミングは、3～5 歳では 50.0％の方が「入所のタイミング」ですが、0～2 歳の方は、32.0％で、復帰のタイミングに差があります。        

49.439.8 48.210.8
14.51.2 12.016.97.22.4

56.136.639.09.8
12.22.4 14.617.112.22.4

42.942.9 57.111.9
16.7

9.5 16.72.42.4

0 20 40 60 80 100職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった仕事が忙しかった短時間勤務にすると給与が減額される、経済的に苦しくなる短時間勤務にすると保育園の入所申請の優先順位が下がる配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した配偶者が無職、祖父母等にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった子育てや家事に専念するため退職した職場に短時間勤務制度がなかった（就業規則に定めがなかった）短時間勤務制度を利用できることを知らなかったその他無回答

時短未利用の母親時短未利用の母親時短未利用の母親時短未利用の母親////利用しなかった理由利用しなかった理由利用しなかった理由利用しなかった理由〔〔〔〔％・複数回答％・複数回答％・複数回答％・複数回答〕〕〕〕NNNN＝＝＝＝83838383 全体 0～2歳 3～5歳 （％）（％）（％）（％）

39.932.0 50.0 43.945.4 42.1 16.222.7 7.90% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 1730～2歳 973～5歳 76年齢 N＝職場復帰した母親職場復帰した母親職場復帰した母親職場復帰した母親////職場に復帰したタイミング職場に復帰したタイミング職場に復帰したタイミング職場に復帰したタイミング〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕年度初めの入所に合わせたタイミングだった それ以外だった 無回答
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※ 職場復帰した父親職場復帰した父親職場復帰した父親職場復帰した父親////職場に復帰したタイミング職場に復帰したタイミング職場に復帰したタイミング職場に復帰したタイミング 父親の当設問の回答者は６人のため結果記載は省略します。「年度初めの入所に合わせたタイミング」と回答された方が１人で、「それ以外」と回答された方は４人です。無回答１人です。  
問 31-6 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しました

か。また、お勤め先の育児休業の制度の期間内で何歳何ヶ月のときまで取りたか

ったですか。  母親は、7 ヶ月～12 ヶ月間取得された方、7 ヶ月～12 ヶ月間取得希望の方がともに 55％前後で最も多くなっています。13ヶ月以上では、実際の取得よりも取得希望されている方が、10.2％多くなっています。父親で取得期間を回答された方は 2人で、14ヶ月と 15ヶ月です。  職場復帰した職場復帰した職場復帰した職場復帰した母母母母親親親親////育児休暇取得期間・希望期間育児休暇取得期間・希望期間育児休暇取得期間・希望期間育児休暇取得期間・希望期間                                                                （人）（人）（人）（人）  ～６か月 ～12 か月 ～1８か月 ～24 か月 25 か月～ 計 実際の取得期間 19 82 25 12 7 145 希望取得期間 8 70 26 15 12 131  職場復帰した職場復帰した職場復帰した職場復帰した父父父父親親親親////育児休暇取得期間・希望期間育児休暇取得期間・希望期間育児休暇取得期間・希望期間育児休暇取得期間・希望期間                                                                （人）（人）（人）（人）  ～６か月 ～12 か月 ～1８か月 ～24 か月 25 か月～ 計 実際の取得期間     2     2 希望取得期間   1 1     2  取得期間と希望期間の差ですが、2ヶ月～12ヶ月取得された方には取得よりも希望期間が長い方が多く、63.6％となっています。 父親は、希望期間が同じ方と短い方が、それぞれ 1人です。  職場復帰した職場復帰した職場復帰した職場復帰した母母母母親親親親////育児休暇取得期間と希望期間の差育児休暇取得期間と希望期間の差育児休暇取得期間と希望期間の差育児休暇取得期間と希望期間の差                                                                    （人）（人）（人）（人）       実際の取得期間 ～６か月 ～12 か月 ～1８か月 ～24 か月 25 か月～ 計 取得期間より短期間   4 10 3   17 取得期間と同期間 6 22 8 6 4 46 取得期間より長期間 11 45 6 3 3 68       
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問 31-7 お勤め先に、育児のために 3 歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希

望」としてはお子さんが何歳何ヶ月のときまで取りたかったですか。  父親は 12ヶ月までで 46.7％ですが、母親は 19ヶ月以上の比率が 63.7％、31ヶ月～36ヶ月の取得希望が 42.7％です。  育児休暇制度が育児休暇制度が育児休暇制度が育児休暇制度が 3333 歳まであった場合の希望取得期間歳まであった場合の希望取得期間歳まであった場合の希望取得期間歳まであった場合の希望取得期間                                                                            （人）（人）（人）（人）   ～６か月 ～12 か月 ～1８か月 ～24 か月 ～30 か月 ～36 か月 計 母親 1 35 26 31 5 73 171 父親 9 12 7 3 0 14 45   
問 31-8 問 31-6 で実際の復帰と希望が異なる方にうかがいます。希望の時期に職場復

帰しなかった理由についてうかがいます。  職場復帰が希望と違った場合、早くなった場合、遅くなった場合とも「保育園」の要因が大きくなっています。早く復帰した場合で、「希望する保育園に入るため」が全体で 43.5％で、続いて「経済的な理由で早く復帰する必要があった」が 32.6％です。遅く復帰した場合では、「希望する保育園に入れなかったため」が全体で 66.7％となっています。 父親は、早く復帰したと回答した方は 1人で、「配偶者や家族の希望があったため」が理由です。遅く復帰したと回答した方も 1人で、「希望する保育園に入れなかったため」「子どもをみてくれる人がいなかったため」が理由です。                  

43.54.3 32.619.6 30.48.7

35.05.0 25.020.0 40.010.0

50.03.8 38.519.223.17.7

0 20 40 60 80 100希望する保育園に入るため配偶者や家族の希望があったため経済的な理由で早く復帰する必要があった人事異動や業務の節目の時期に合わせるためその他無回答

（％）（％）（％）（％）職場復帰した母親職場復帰した母親職場復帰した母親職場復帰した母親////希望より早く復帰した理由希望より早く復帰した理由希望より早く復帰した理由希望より早く復帰した理由〔〔〔〔％・複数回答％・複数回答％・複数回答％・複数回答〕〕〕〕NNNN＝＝＝＝46464646 全体 0～2歳 3～5歳
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                     希望よりも早く復帰した方で、その他に記入頂いた内容は、職場の雰囲気や忙しさをあげられた方が 16人で、自身の都合が 4人、保育園の入園都合 2人、自営業のためが 1人です。遅く復帰した方は、保育園の入園都合が 2人です。                   

66.78.3
16.716.78.3

62.512.5
25.012.512.5

75.0

25.0

0 20 40 60 80 100希望する保育園に入れなかったため自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため配偶者や家族の希望があったため職場の受け入れ態勢が整っていなかったため子どもをみてくれる人がいなかったためその他無回答

（％）（％）（％）（％）職場復帰した母親職場復帰した母親職場復帰した母親職場復帰した母親////希望より遅く復帰した理由希望より遅く復帰した理由希望より遅く復帰した理由希望より遅く復帰した理由〔〔〔〔％・複数回答％・複数回答％・複数回答％・複数回答〕〕〕〕NNNN＝＝＝＝12121212 全体 0～2歳 3～5歳
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●今後の市の取組について 
問 32 市の子育て支援の取組についてどのように感じていますか。（項目毎にあてはま

る番号 1 つに○）  満足度で高い傾向にあるのが、「母親並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進」、「地域における子育ての支援」、「子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備」で、満足傾向の方はそれぞれ、42.2％、34.0％、30.2％です。逆に低い傾向のものは、「仕事と子育ての両立の推進」で不満傾向の方が 34.9％です。評価がまちまちなのは、「子育てを支える生活環境の整備」「子どもの安全の確保」で高い傾向の比率はそれぞれ 24.1％、19.3％で低い傾向は 36.6％、20.5％となっています。 年代別ではあまり差はありませんが、0～2 歳の方の評価が高いのは、「子育てを支える生活環境の整備」、「放射性物質・放射線対策」で、3％ほど多くなっています。「子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備」は 6.8％、3～5 歳の方の満足が高い傾向です。「子どもの安全の確保」「児童や子育て家庭へのきめ細やかな取組の推進」「仕事と子育ての両立の推進」は 3～5 歳の方で満足度が低い傾向の方が 5％～10％程度上回っています。「子どもの健全育成」は、3～5 歳の方の評価がまちまちです。                 肩こりや目の疲れについて中学生・高校生ともに約 6割が見られると回答しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

7.38.55.24.21.71.92.63.85.2

26.733.725.019.811.811.816.714.616.7

44.1 44.853.337.049.1 67.957.368.261.6

11.6 7.110.824.820.5 10.815.36.48.3

8.03.33.511.814.45.25.25.05.7

2.42.62.12.42.62.42.82.12.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%ア.地域における子育ての支援 424イ.母親並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進 424ウ.子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備 424エ.子育てを支える生活環境の整備 424オ.仕事と子育ての両立の推進 424カ.子どもの健全育成 424キ.子どの安全の確保 424ク.児童や子育て家庭へのきめ細やかな取組の推進 424ケ.放射性物質・放射線対策 424

N＝
市の取組の満足度市の取組の満足度市の取組の満足度市の取組の満足度〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕全体全体全体全体 満足している どちらかといえば満足しているどちらともいえない どちらかといえば不満である不満である 無回答

キ.子どもの安全の確保 
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 市の取組の重要度が高いと思われている施策は、「子どもの健全育成」「子どの安全の確保」「子育てを支える生活環境の整備」でそれぞれ「重要である」と回答された方は、69.0％、67.6％、53.5％です。また、0～2歳と 3～5歳での重要度の差は各施策ともにあまりありません。 
 

6.68.03.84.22.32.33.33.84.7

25.434.723.021.611.79.915.515.518.8

46.5 42.755.436.247.4 70.962.069.060.1

10.37.010.823.518.8 8.510.33.87.0

7.53.83.810.815.54.74.74.75.6

3.83.83.33.84.23.84.23.33.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%ア.地域における子育ての支援 213イ.母親並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進 213ウ.子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備 213エ.子育てを支える生活環境の整備 213オ.仕事と子育ての両立の推進 213カ.子どもの健全育成 213キ.子どの安全の確保 213ク.児童や子育て家庭へのきめ細やかな取組の推進 213ケ.放射性物質・放射線対策 213

N＝
市の取組の満足度市の取組の満足度市の取組の満足度市の取組の満足度〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕0000～～～～2222歳歳歳歳 満足している どちらかといえば満足しているどちらともいえない どちらかといえば不満である不満である 無回答

キ.子どもの安全の確保

8.19.06.64.30.91.41.93.85.7

28.032.727.018.011.813.718.013.714.7

41.7 46.951.237.950.7 64.952.667.363.0

12.8 7.110.926.122.3 13.320.49.09.5

8.52.83.312.813.35.75.75.25.7

0.91.40.90.90.90.91.40.91.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%ア.地域における子育ての支援 211イ.母親並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進 211ウ.子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備 211エ.子育てを支える生活環境の整備 211オ.仕事と子育ての両立の推進 211カ.子どもの健全育成 211キ.子どの安全の確保 211ク.児童や子育て家庭へのきめ細やかな取組の推進 211ケ.放射性物質・放射線対策 211

N＝市の取組の満足度市の取組の満足度市の取組の満足度市の取組の満足度〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕3333～～～～5555歳歳歳歳 満足している どちらかといえば満足しているどちらともいえない どちらかといえば不満である不満である 無回答

キ.子どもの安全の確保
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53.141.746.053.150.0 65.667.947.938.0

30.232.331.630.027.4 21.218.425.926.4

11.819.317.511.117.08.78.519.325.9

0.00.70.20.70.50.20.20.92.6

0.20.90.20.50.50.20.51.22.4

4.75.04.54.74.74.04.54.74.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%ア.地域における子育ての支援 424イ.母親並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進 424ウ.子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備 424エ.子育てを支える生活環境の整備 424オ.仕事と子育ての両立の推進 424カ.子どもの健全育成 424キ.子どの安全の確保 424ク.児童や子育て家庭へのきめ細やかな取組の推進 424ケ.放射性物質・放射線対策 424

N＝
市の取組の重要度市の取組の重要度市の取組の重要度市の取組の重要度〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕全体全体全体全体 重要である どちらかといえば重要であるどちらともいえない どちらかといえば重要ではない重要ではない 無回答

キ.子どもの安全の確保

51.242.747.953.551.6 69.067.649.336.6

31.532.930.031.026.8 18.819.227.725.8

12.716.916.99.415.5 8.07.516.026.8

0.90.50.90.50.50.93.8

0.90.50.50.51.41.4

4.75.64.74.75.24.24.74.75.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%ア.地域における子育ての支援 213イ.母親並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進 213ウ.子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備 213エ.子育てを支える生活環境の整備 213オ.仕事と子育ての両立の推進 213カ.子どもの健全育成 213キ.子どの安全の確保 213ク.児童や子育て家庭へのきめ細やかな取組の推進 213ケ.放射性物質・放射線対策 213

N＝
市の取組の重要度市の取組の重要度市の取組の重要度市の取組の重要度〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕0000～～～～2222歳歳歳歳 重要である どちらかといえば重要であるどちらともいえない どちらかといえば重要ではない重要ではない 無回答

キ.子どもの安全の確保 
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問 33 今後、市に優先的に取り組んで欲しい施策についてお答えください。（項目毎に

あてはまる番号 1 つに○） 

 市で優先的に取り組んでほしい施策は、「幼稚園における給食の提供」「子供の貧困対策の拡充」が全体では高く、それぞれ「優先度が高いと思う」方の比率は、46.2％、33.0％となっています。また、「幼稚園における給食の提供」「乳児のミルク代等の助成の実施」「多子世帯に対する支援の拡充」は 0～2歳の方のニーズが高い傾向で、それぞれ「優先度が高いと思う」方が、9.0％、10.1％、5.0％、3～5歳の方より多くなっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

55.040.844.152.648.362.168.246.439.3

28.931.833.228.928.0 23.717.524.227.0

10.921.818.012.818.59.59.522.725.1

0.00.50.50.50.50.91.4

0.50.90.50.50.50.50.50.93.3

4.74.34.34.74.33.84.34.73.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%ア.地域における子育ての支援 211イ.母親並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進 211ウ.子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備 211エ.子育てを支える生活環境の整備 211オ.仕事と子育ての両立の推進 211カ.子どもの健全育成 211キ.子どの安全の確保 211ク.児童や子育て家庭へのきめ細やかな取組の推進 211ケ.放射性物質・放射線対策 211

N＝市の取組の重要度市の取組の重要度市の取組の重要度市の取組の重要度〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕3333～～～～5555歳歳歳歳 重要である どちらかといえば重要であるどちらともいえない どちらかといえば重要ではない重要ではない 無回答

24.330.219.116.3 46.233.0
29.724.834.729.2 24.333.7

31.128.333.042.2 19.325.2
7.57.36.64.23.8
5.97.13.84.24.72.8
1.42.41.91.41.21.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%ア.多子世帯に対する支援の拡充 424イ.乳児のミルク代等の助成の実施 424ウ.未就園児等全戸訪問事業の実施 424エ.短期子育て支援（ショートステイ）事業の実施 424オ.幼稚園における給食の提供 424カ.子供の貧困対策の拡充 424
N＝市に優先的に取組んで欲しい施策市に優先的に取組んで欲しい施策市に優先的に取組んで欲しい施策市に優先的に取組んで欲しい施策〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕全体全体全体全体 優先度が高いと思う どちらかというと高いと思うどちらともいえない どちらかというと低いと思う優先度が低いと思う 無回答

キ.子どもの安全の確保 
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                                ［自由記載］  
問 34 市の子育て支援や環境づくりについてのご意見、ご要望をご自由にお書きくださ

い。      

26.835.219.215.5 50.732.4
28.223.534.730.0 23.035.7

30.525.831.044.6 17.424.9
8.57.58.55.63.83.3

4.75.24.22.33.31.9
1.42.82.31.91.91.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%ア.多子世帯に対する支援の拡充 213イ.乳児のミルク代等の助成の実施 213ウ.未就園児等全戸訪問事業の実施 213エ.短期子育て支援（ショートステイ）事業の実施 213オ.幼稚園における給食の提供 213カ.子供の貧困対策の拡充 213

N＝市に優先的に取組んで欲しい施策市に優先的に取組んで欲しい施策市に優先的に取組んで欲しい施策市に優先的に取組んで欲しい施策〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕0000～～～～2222歳歳歳歳 優先度が高いと思う どちらかというと高いと思うどちらともいえない どちらかというと低いと思う優先度が低いと思う 無回答

21.825.119.017.1 41.733.6

31.326.134.628.4 25.631.8

31.830.835.139.8 21.325.6

6.67.16.67.64.74.3

7.19.03.36.26.23.8

1.41.91.40.90.50.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%ア.多子世帯に対する支援の拡充 211イ.乳児のミルク代等の助成の実施 211ウ.未就園児等全戸訪問事業の実施 211エ.短期子育て支援（ショートステイ）事業の実施 211オ.幼稚園における給食の提供 211カ.子供の貧困対策の拡充 211

N＝
市に優先的に取組んで欲しい施策市に優先的に取組んで欲しい施策市に優先的に取組んで欲しい施策市に優先的に取組んで欲しい施策〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕3333～～～～5555歳歳歳歳 優先度が高いと思う どちらかというと高いと思うどちらともいえない どちらかというと低いと思う優先度が低いと思う 無回答
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Ⅱ. 小学生  
1 お住まいの地域について  
問 1 お住まいの地区はどちらですか。（１つに○）   最も多い「白河第三小学校区（13.1%）」に対し、最も少ないのは「信夫第二小学校区（0.9%）」「大屋小学校区（0.9%）」となっています。「大屋小学校区」では１年生～３年生の区分で、回答者が０人となりました。            小学生アンケート回答者は問2 の年齢別に、以下の通りとなっています。            （人）       問 2.あて名のお子さんの平成 30 年度の学年をお答えください。    合計 小学 1 年生 小学 2 年生  小学 3 年生 小学 4 年生 小学 5 年生 小学 6 年生 無回答   全体 459 68 74 74 71 84 88 0 問 1.お住まいの地区はどちらですか。 

白河第一小学校区 42 8 9 6 4 8 7 0 白河第二小学校区 51 10 9 8 5 11 8 0 白河第三小学校区 60 11 9 10 5 14 11 0 白河第四小学校区 26 1 5 6 6 3 5 0 白河第五小学校区 19 1 2 6 4 3 3 0 小田川小学校区 12 0 2 2 3 2 3 0 五箇小学校区 16 3 4 2 3 1 3 0 関辺小学校区 15 1 2 3 4 3 2 0 みさか小学校区 50 7 7 8 4 6 18 0 表郷小学校区 44 5 4 10 8 9 8 0 信夫第一小学校区 13 4 4 0 1 3 1 0 信夫第二小学校区 4 0 1 1 1 0 1 0 大屋小学校区 4 0 0 0 3 0 1 0 釜子小学校区 17 1 4 2 5 4 1 0 小野田小学校区 6 2 0 1 0 2 1 0 

9.210.67.8
11.112.59.9

13.113.912.3
5.7 5.65.8 4.1 4.24.1

2.6 1.93.3 3.54.22.9
3.3 2.83.7

10.910.211.5
9.68.810.3

2.83.72.1 0.90.90.8
0.9
1.6
3.73.24.1 1.31.41.2

17.416.218.5
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4591～3年生 2164～6年生 243

学年別 N＝
居住地区居住地区居住地区居住地区〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕 白河第一校区 白河第二校区 白河第三校区 白河第四校区白河第五校区 小田川校区 五箇校区 関辺校区みさか校区 表郷校区 信夫第一校区 信夫第二校区大屋校区 釜子校区 小野田校区 無回答
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2 お子さんとご家族の状況について  
問 2 お子さんの平成 30 年度の学年をお答えください。  アンケートに回答されたお子さんの学年割合は以下の通りとなっています。高学年が少し高い傾向です。 

 

 

 

 

 

 

問 3 きょうだいの人数と末子の方の年齢（末子の方の実際の記入は生年月日）を教えて

ください。（きょうだいの人数は、調査対象の子を含めた人数）   きょうだいの人数は 2 人が最も多く、全体でも 48.8％となっています。3 人と回答された方も27.0％で、２人以上の世帯が 81.4％です。ただし、きょうだいが“0 人”と回答された方が全体で3.7％おり、きょうだいの人数については精査が必要です。アンケート対象のお子さんが末子の方が145人で、対象の方の他に末子がいる方は、189人で、不明は 25人です。  
 

 

 

 

 

 

 

 

問 4 ご回答いただく方はどなたですか。   回答された方は、母親が 85.2％と就学前児童（92.9％）に比べ、母親の割合が少なくなっています。 
 

85.285.285.2 14.214.813.6 0.71.2
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4591～3年生 2164～6年生 243

学年別 N＝回答者回答者回答者回答者〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕 母親 父親 その他 無回答

14.8 16.1 16.1 15.5 18.3 19.20% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%459N＝学年学年学年学年〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕 1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 無回答

3.74.23.3 13.916.711.5 48.647.749.4 27.026.927.2 4.13.24.9 1.70.92.5 0.90.51.2
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4591～3年生 2164～6年生 243

学年別 N＝きょうだいきょうだいきょうだいきょうだい〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕 0人 1人 2人 3人 4人 5人 無回答
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問 5 ご回答いただいている方の配偶関係をお答えください。 

  ひとり親世帯は、全体で 8.1％で、学年区分による違いもあまりありません。就学前児童（7.1％）に対しては、1.0％高くなっています。 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

問 6 お子さんの子育てを主に行っているのはどなたですか。 

 

 学年が上がると父母ともに子育てを行っている比率が高く（1～3 年生：52.3％、4～6 年生：58.8％）、就学前児童（51.7％）に比べても小学生（55.8％）の方が高くなっています。祖父母が行っている方は、就学前児童（1.2％）とほぼ同様の 1.5％で、ひとり親世帯では、2.7％です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （人）   問 6.あて名のお子さんの子育て（教育含む）を主に行っているのはどなたですか。あて名のお子さんからみた関係でお答えください。                              （％） 合計 （人） 父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 無回答   全体      459 459 55.8 41.2 0.9 1.5 0.0 0.7 学年区分 1～3 年生  216 216 52.3 43.5 1.4 1.4 0.0 1.4 4～6 年生  243 243 58.8 39.1 0.4 1.6 0.0 0.0 
 

91.190.791.4 8.18.37.8 0.90.90.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%全体 4591～3年生 2164～6年生 243

学年別 N＝回答者の配偶関係回答者の配偶関係回答者の配偶関係回答者の配偶関係〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕 配偶者がいる 配偶者はいない 無回答

55.852.358.8
41.243.539.1

0.91.40.4
1.51.41.6
0.71.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%全体 4591～3年生 2164～6年生 243
学年別 N＝主に子育てをしている人主に子育てをしている人主に子育てをしている人主に子育てをしている人〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 無回答
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3 保護者の方の就労状況について  
問 7 保護者の方の就労状況についてお答えください。   母親の就労状況は、お子さんが高学年の方が高く、育休中も含めた「フルタイム就労」は 52.7％で、低学年のお子さんの母親よりも5.9％程高く、また、「パート・アルバイト等での就労」も含めると87.7％と低学年の方に比べ 7.6％多く就労されています。ひとり親世帯では、24 人の方が「フルタイムで就労」され、6人が「パート・アルバイト等で就労（内、1人は育休中等の方）」されていますが、「以前は就労していたが、現在は就労していない」方が 1人です。             

 

   （人） 合計（人） 
問 7.あて名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。（1）母親                                   （％） フルタイムで就労してお

り、産休・育休・介護休業
中ではない フルタイムで就労している

が、産休・育休・介護休業
中である パート・アルバイト等で就

労しており、産休・育休・
介護休業中ではない 

パート・アルバイト等で就
労しており、産休・育休・

介護休業中である 
以前は就労していたが、

現在は就労していない 
これまで就労したことが

ない 無回答 
  全体      459 459 48.6 1.3 33.6 0.7 13.7 0.4 1.7 学年区分 1～3 年生  216 216 44.9 1.9 32.4 0.9 17.6 0.0 2.3 4～6 年生  243 243 51.9 0.8 34.6 0.4 10.3 0.8 1.2   父親は、91.9％の方が「フルタイムで就労」されていますが、育休等取得されている方は、0人です。また、「以前は就労していたが、現在は就労していない」方が 2人います。ひとり親世帯では、「フルタイムで就労」されている方が 5人ですが、無回答の方が 1人です。 

48.644.951.9 1.31.9 0.8 33.632.4 34.6 0.70.9 0.413.717.610.3 0.40.8 1.72.31.2
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4591～3年生 2164～6年生 243

学年別 N＝
母親の就労状況母親の就労状況母親の就労状況母親の就労状況〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕 フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではないフルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中であるパート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではないパート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中である以前は就労していたが、現在は就労していないこれまで就労したことがない無回答
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   （人） 合計（人） 

問 7.あて名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。（2）父親                                  （％） フルタイムで就労してお
り、育休・介護休業中では

ない フルタイムで就労している
が、育休・介護休業中であ

る パート・アルバイト等で就
労しており、育休・介護休

業中ではない パート・アルバイト等で就
労しており、育休・介護休

業中である 以前は就労していたが、
現在は就労していない 

これまで就労したことが
ない 無回答 

  全体      459 459 91.9 0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 7.6 学年区分 1～3 年生  216 216 93.5 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 6.0 4～6 年生  243 243 90.5 0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 9.1         母母母母親の就労状況親の就労状況親の就労状況親の就労状況    （配偶者有無別）（配偶者有無別）（配偶者有無別）（配偶者有無別）〔％〕〔％〕〔％〕〔％〕             64.9%47.6% 0.0%1.4% 13.5%35.4% 2.7% 0.5%2.7% 14.4%0.0% 0.5%16.2% 0.2%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%配偶者はいない(n=37)配偶者がいる(n=418)
フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではないフルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中であるパート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではないパート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中である以前は就労していたが、現在は就労していないこれまで就労したことがない無回答

91.993.590.5 0.40.50.4 7.66.09.1
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4591～3年生 2164～6年生 243

学年別 N＝父親の就労状況父親の就労状況父親の就労状況父親の就労状況〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕 フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではないフルタイムで就労しているが、育休・介護休業中であるパート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではないパート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中である
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※※※※    父父父父親の就労状況親の就労状況親の就労状況親の就労状況    （配偶者有無別）〔％〕（配偶者有無別）〔％〕（配偶者有無別）〔％〕（配偶者有無別）〔％〕 父親のひとり親世帯では、「フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない」方が 5人、未回答が 1人のため、記載を省略します。     
問 8 問 7 で「パート・アルバイト等で就労している」とお答えの方にうかがいます。フ

ルタイムへの転換希望はありますか。  母親の「パート・アルバイト等からのフルタイムへの転換希望」は全体で、52.2％と半数以上です。「実際に予定がある」方は、8.3％と少ないですが、就学前児童（4.9％）の方よりは高くなっています。「フルタイムへの転換希望」は、４～６年生で 54.2％と 1～3 年生の 50.0％に比べ高くなっていますが、「実際に予定がある」方は、7.1％と 1～3 年生の 9.7％に比べ低くなっています。また、「子育てや家事に専念したい」と回答された方も 2.4％（１～３年生では 0件）います。 「アルバイト・パート等の就労を希望」されている方は、１～３年生で 50％、4～6 年生で43.5％と低学年の方の比率が高くなっています。 ひとり親世帯の母親では、「フルタイムへの転換希望はあるが、予定はない」が 4人、「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」が 2人です。 

  ※※※※    パート等のパート等のパート等のパート等の父父父父親親親親////フルタイムへの転換希望〔％〕フルタイムへの転換希望〔％〕フルタイムへの転換希望〔％〕フルタイムへの転換希望〔％〕 父親のフルタイムへの転換希望は 0 名のため、結果記載は省略します。    
問 9 問 7 で「就労していない・就労したことがない」とお答えの方にうかがいます。就

労希望はありますか      未就労の方に就労希望を伺ったところ全体で、72.3％の方が「就労希望」を持たれています。ただし、「育児や家事に専念したい」と回答された方が、全体で 20.0％います。また、「すぐにもしくは 1年以内に就労したい」と回答された方は、１～３年生で 44.7％あるのに対し、4～6 年生では

8.39.77.1 43.940.347.1 46.550.043.5 1.32.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%全体 1571～3年生 724～6年生 85

学年別 N＝
パート等の母親パート等の母親パート等の母親パート等の母親////フルタイムへの転換希望フルタイムへの転換希望フルタイムへの転換希望フルタイムへの転換希望〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕フルタイムへの転換予定があるフルタイムへの転換希望はあるが、予定はないパート・アルバイト等の就労を続けることを希望パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい無回答
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37.0％と低くなっています。「1 年より先、一番下のお子さんが希望年齢になったときに就労したい」では逆に、4～6 年生の方が、37.0％と 1～3 年生の方よりも 10.7％多くなっています。 ひとり親世帯の母親では、「すぐに、もしくは 1 年以内に就労したい」方が 1人です。             未就労の未就労の未就労の未就労の父父父父親親親親////就労希望〔％〕就労希望〔％〕就労希望〔％〕就労希望〔％〕 「すぐに、もしくは 1 年以内に就労したい」「無回答」がそれぞれ 1人で、ひとり親世帯の父親は、該当者は 0 名のため、結果記載は省略します。  
問 9-1 問 9 で「就労したい」とお答えの方にうかがいます。希望する就労形態をお答え

ください。     未就労の方で就労を希望されている方の希望就労形態ですが、「フルタイムを希望」されている方は、全体で 17.0％です。ひとり親世帯の母親では、「パートタイム、アルバイト等」の希望が 1人です。 父親は、「フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度）希望」が 1人です。 母親の希望日数（週あたり）は 3 日～5 日で、それぞれ 10 名前後です。1 日の時間は、4 時間～5 時間で 55.3％です。            
17.018.515.0 66.066.765.0 17.014.820.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 471～3年生 274～6年生 20
学年別 N＝就労したい母親就労したい母親就労したい母親就労したい母親////希望する就労形態希望する就労形態希望する就労形態希望する就労形態〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕フルタイム パートタイム、アルバイト等 無回答

20.021.118.5 30.826.337.0 41.544.737.0 7.77.97.4
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 651～3年生 384～6年生 27

学年別 N＝
未就労の母親未就労の母親未就労の母親未就労の母親////就労希望就労希望就労希望就労希望〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）1年より先、末子が大きくなったころに就労したいすぐに、もしくは1年以内に就労したい無回答
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4 放課後の過ごし方について  
問 10 放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごしていますか。低

学年と高学年、それぞれの期間についてお答えください。（複数回答）また、利用

している日数（放課後児童クラブの場合は利用時間も）をお答えください。   4～6 年生では、「自宅」が 50.2％と最も多く、1～3 年生では「自宅」「放課後児童クラブ」がそれぞれ 31.5％と 28.7％と多くなっています。また、「習い事」もそれぞれ 20％前後です。無回答の方は全体で 41.4％です。 利用日数については、「放課後児童クラブ」を5日利用している方が低学年、高学年それぞれ、30.7%、9.5％となっています。また、「習い事」の利用日数は 1 日～3 日が大半を占めています。 「放課後児童クラブ」の終了時間は、4～6 年生では 17 時までが 22 人と 1 番多いですが、1～3年生では、18 時までが 57人と最も多くなっています。                            

41.47.4 22.018.7
0.42.4 41.4

31.56.0 19.9 28.7
0.91.4 42.6

50.28.6 23.99.9
3.3 40.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100自宅祖父母宅や友人・知人宅習い事放課後児童クラブ放課後子ども教室ファミリー・サポート…放課後等デイサービスその他無回答

％％％％放課後の過ごし方放課後の過ごし方放課後の過ごし方放課後の過ごし方〔〔〔〔％・複数回答％・複数回答％・複数回答％・複数回答〕〕〕〕NNNN＝＝＝＝459459459459 全体 1～3年生 4～6年生
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放課後放課後放課後放課後の過ごし方・日数／週の過ごし方・日数／週の過ごし方・日数／週の過ごし方・日数／週〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕   低学年(n=270) 自宅 祖父母宅 等 習い事 放課後児童クラブ 放課後子ども教室 ファミリーサポートセンター 放課後等デイサービス その他 計 1 日 4.1% 2.2% 13.3% 0.4% 0.0% 0.0% 0.7% 1.5% 22.2% 2 日 6.7% 2.2% 13.7% 1.9% 0.4% 0.0% 0.0% 1.1% 25.9% 3 日 7.4% 0.4% 6.7% 6.3% 0.0% 0.0% 0.4% 0.0% 21.1% 4 日 3.7% 0.7% 3.7% 8.9% 0.4% 0.0% 0.4% 0.0% 17.8% 5 日 24.4% 3.3% 0.7% 30.7% 0.7% 0.0% 0.0% 0.4% 60.4% 6 日 1.1% 0.0% 0.0% 0.4% 0.0% 0.0% 0.4% 0.0% 1.9% 7 日 4.4% 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.8% 計 51.9% 9.3% 38.1% 48.5% 1.5% 0.0% 1.9% 3.0%    
   高学年(n=241) 自宅 祖父母宅 等 習い事 放課後児童クラブ 放課後子ども教室 ファミリーサポートセンター 放課後等デイサービス その他 計 1 日 6.2% 1.7% 11.6% 1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 1.2% 22.0% 2 日 9.1% 3.7% 12.4% 4.1% 0.0% 0.0% 0.0% 1.7% 31.1% 3 日 11.2% 2.9% 12.4% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 29.0% 4 日 7.9% 1.2% 5.0% 2.9% 0.0% 0.0% 0.4% 0.4% 17.8% 5 日 34.4% 4.6% 3.7% 9.5% 0.0% 0.0% 0.4% 0.4% 53.1% 6 日 0.4% 0.0% 0.0% 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.4% 1.2% 7 日 4.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.6% 計 73.9% 14.1% 45.2% 20.7% 0.0% 0.0% 0.8% 4.1%    放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブの終了時間の終了時間の終了時間の終了時間〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕     低学年 高学年 〜16 時 16.0% 18.0% 〜17 時 35.1% 44.0% 〜18 時 43.5% 24.0% 〜19 時 5.3% 14.0% 低学年  n=131 高学年   n=50 
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問 10-1 問 10 で「4」（放課後児童クラブ（学童保育））に○をつけた方にうかがいます。

放課後児童クラブにおける次の項目に対して、どのように感じていますか。（項目

毎にあてはまる番号 1 つに○）   放課後児童クラブで最も満足度が高いのが、「開始・終了時間」で、全体では“満足”“ほぼ満足”を合わせると 94.2％です。全体的に満足度は高く、最も低い「おやつ」でも“満足”“ほぼ満足”を合わせて 76.7％です。学年区分別では、1～3 年生の方が満足度が高い傾向にあり、「開始・終了時間」「行事」はそれぞれ 96.8％、96.7％となっていますが、4～6 年生では「行事」が 75.0％と 21.7％低くなっており、「子どもへの接し方・指導」も 18.7％低くなっています。   ひとり親世帯では満足度は高く、“やや不満”と回答された方が「おやつ」で 2 名のみです。                               

41.9 59.338.438.438.430.234.937.233.733.730.234.9

38.4 34.950.041.952.346.5 55.846.553.551.258.154.7

15.12.37.011.63.514.0 4.710.57.010.55.84.7

2.31.22.35.83.55.8 1.23.52.32.32.32.3

2.32.32.32.32.33.53.52.33.52.33.53.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%ア.施設・環境 86イ.開始・終了時間 86ウ.職員などの配置状況（人員体制） 86エ.子どもへの接し方・指導 86オ.行事 86カ.おやつ 86キ.病気やケガのときの対応 86ク.保護者への情報伝達 86ケ.悩み事などへの相談対応 86コ.保護者の要望・意見への対応 86サ.利用者間のネットワークづくり（保護者会） 86シ.安全・衛生対策 86

N＝放課後児童クラブの満足度放課後児童クラブの満足度放課後児童クラブの満足度放課後児童クラブの満足度〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕全体全体全体全体 満足 ほぼ満足 やや不満 不満 無回答

45.2 64.543.543.543.537.137.141.935.537.132.335.5

37.1 32.348.441.9 53.243.5 54.843.554.851.659.754.8

14.51.66.59.714.54.811.38.19.74.84.8

3.21.61.64.83.23.21.63.21.61.61.63.2
1.61.6
1.61.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%ア.施設・環境 62イ.開始・終了時間 62ウ.職員などの配置状況（人員体制） 62エ.子どもへの接し方・指導 62オ.行事 62カ.おやつ 62キ.病気やケガのときの対応 62ク.保護者への情報伝達 62ケ.悩み事などへの相談対応 62コ.保護者の要望・意見への対応 62サ.利用者間のネットワークづくり（保護者会） 62シ.安全・衛生対策 62

N＝放課後児童クラブの満足度放課後児童クラブの満足度放課後児童クラブの満足度放課後児童クラブの満足度〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕1111～～～～3333年生年生年生年生 満足 ほぼ満足 やや不満 不満 無回答
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33.3 45.825.025.025.012.5 29.225.029.225.025.033.3

41.7 41.754.241.750.054.2 58.354.250.050.054.2 54.2

16.74.28.316.712.512.5 4.28.34.212.58.3 4.2

4.28.34.212.54.24.2 4.24.2

8.38.38.38.38.38.38.38.312.58.38.38.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%ア.施設・環境 24イ.開始・終了時間 24ウ.職員などの配置状況（人員体制） 24エ.子どもへの接し方・指導 24オ.行事 24カ.おやつ 24キ.病気やケガのときの対応 24ク.保護者への情報伝達 24ケ.悩み事などへの相談対応 24コ.保護者の要望・意見への対応 24サ.利用者間のネットワークづくり（保護者会） 24シ.安全・衛生対策 24

N＝放課後児童クラブの満足度放課後児童クラブの満足度放課後児童クラブの満足度放課後児童クラブの満足度〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕4444～～～～6666年生年生年生年生 満足 ほぼ満足 やや不満 不満 無回答
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問 11 放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いま

すか。低学年と高学年、それぞれの期間についてお答えください。（複数回答）ま

た利用を希望する日数（放課後児童クラブの場合は利用時間も）をお答えください。   4～6 年生では、「自宅」が 39.5％と最も多く、1～3 年生では「自宅」「習い事」「放課後児童クラブ」がそれぞれ 20％台となっていて、実際の利用とほぼ同様の傾向です。希望利用日数も実際の利用と同様の傾向です。「放課後児童クラブ」の終了時間も 1～3 年生では実際の利用と同様の傾向ですが、4～6 年生では 18 時までが 27人と実際の利用にくらべ、2倍以上となっています。 ひとり親世帯では、「自宅（21.9％）」が少なく、「放課後児童クラブ（29.7％）」がふたり親世帯に比べ多くなっています。「習い事（16.2％）」はふたり親世帯に比べ少ないですが、実際の利用に比べると 2 倍となっています。「放課後児童クラブ」は、特に高学年で実際の利用に比べ、日数増、遅い終了時間の希望が増えていて、5 日利用と、18 時以降の終了を希望する人が、実際の利用に比べ 3 名から5 名に増えています。                            

34.26.8 22.716.12.00.72.4 49.5

28.26.9 23.623.13.20.51.9 49.1

39.56.6 21.89.90.80.82.9 49.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100自宅祖父母宅や友人・知人宅習い事放課後児童クラブ放課後子ども教室ファミリー・サポート…放課後等デイサービスその他無回答

（％）（％）（％）（％）希望する放課後の過ごし方希望する放課後の過ごし方希望する放課後の過ごし方希望する放課後の過ごし方〔〔〔〔％・複数回答％・複数回答％・複数回答％・複数回答〕〕〕〕NNNN＝＝＝＝459459459459 全体 1～3年生 4～6年生
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放課後の希望する過ごし方・日数／週放課後の希望する過ごし方・日数／週放課後の希望する過ごし方・日数／週放課後の希望する過ごし方・日数／週〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕      低学年(n=258) 自宅 祖母宅等 習い事 放課後児童クラブ 放課後子ども教室 ファミリーサポートセンター 放課後等デイサービス その他 計 1 日 3.5% 3.9% 15.5% 0.8% 1.6% 0.0% 0.8% 1.2% 27.1% 2 日 10.9% 2.7% 16.3% 4.7% 1.6% 0.0% 0.8% 1.6% 38.4% 3 日 8.9% 0.8% 7.4% 7.4% 1.2% 0.0% 0.4% 0.0% 26.0% 4 日 3.1% 0.0% 1.6% 6.6% 0.4% 0.0% 0.4% 0.8% 12.8% 5 日 20.9% 3.1% 0.4% 26.7% 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 51.6% 6 日 1.2% 0.0% 0.0% 0.8% 0.0% 0.0% 0.4% 0.0% 2.3% 7 日 3.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.9% 計 52.3% 10.5% 41.1% 46.9% 5.0% 0.0% 2.7% 3.5%      高学年(n=256) 自宅 祖母宅等 習い事 放課後児童クラブ 放課後子ども教室 ファミリーサポートセンター 放課後等デイサービス その他 計 1 日 5.5% 3.1% 14.1% 0.4% 2.0% 0.4% 0.4% 3.5% 29.3% 2 日 12.1% 4.3% 16.0% 3.1% 1.2% 0.0% 0.8% 2.0% 39.5% 3 日 10.2% 1.2% 13.3% 5.9% 1.2% 0.0% 0.4% 0.0% 32.0% 4 日 6.3% 0.0% 3.1% 3.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 5 日 31.3% 3.5% 2.0% 14.5% 0.0% 0.0% 0.4% 0.4% 52.0% 6 日 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.4% 7 日 3.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.5% 計 69.1% 12.1% 48.4% 27.0% 4.3% 0.4% 2.0% 5.9%    放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブの希望終了時間の希望終了時間の希望終了時間の希望終了時間〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕      低学年 高学年 〜16 時 10.0% 11.6% 〜17 時 33.3% 31.9% 〜18 時 46.7% 40.6% 〜19 時 10.0% 15.9% 低学年  n=120 高学年   n=69             
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5 お子さんの病気の際の対応について  
問 12 この 1 年間に、病気やケガで、学校を休んだことはありますか。（1 つに○）  「あった」方は全体で 48.8％、「なかった」方は 48.4％で、ほぼ同数です。学年区分による差もありません。          
問 12-1 問 12 で病気やケガで、学校を休んだことがある方にうかがいます。病気やケ

ガで、学校を休んだ場合に、この 1 年間、どのような対処をしましたか。（複数回

答）また、あてはまる対処それぞれについて、おおよその日数をお答えください。  両親のどちららかが仕事を休まれた方は、全体で 49.2％です。学年区分による差もありません。「親族・知人に子どもをみてもらった」比率は、4～6 年生では 20.5％ですが、1～3 年生では 14.0%です。対処でその他欄に記入された方は 12 名です。「休みを取った（3 名）」「働きながら対処（3 名）」「育休中・未就労（3 名）」などです。また対処日数ですが、月 2 日以内が 59.2％ですが、年間 15 日以上対処の方が 3 名で、最長の方は 30 日です。                利用できないことがあった方利用できないことがあった方利用できないことがあった方利用できないことがあった方////対処対処対処対処日数日数日数日数〔〔〔〔人人人人〕〕〕〕 

5.4 43.817.49.44.94.5 36.2

6.5 43.014.08.42.83.7 40.2

4.3 44.420.510.36.85.1 32.5

0 20 40 60 80 100父親が休んだ母親が休んだ親族・知人に子どもをみてもらった父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた病児の保育を利用した仕方なく子どもだけで留守番をさせたその他無回答

（％）（％）（％）（％）利用できないことがあった方利用できないことがあった方利用できないことがあった方利用できないことがあった方////対処法対処法対処法対処法〔〔〔〔％・複数回答％・複数回答％・複数回答％・複数回答〕〕〕〕NNNN＝＝＝＝224224224224 全体 1～3年生 4～6年生

48.849.548.1 48.447.249.4 2.83.22.5
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4591～3年生 2164～6年生 243

学年別 N＝病気等で学校を休んだこと病気等で学校を休んだこと病気等で学校を休んだこと病気等で学校を休んだこと〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕 あった なかった 無回答
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  休んだ日数 （人） ～2 日 ～4 日 ～6 日 ～8 日 ～10 日 ～15 日 ～30 日 父親が休んだ 18 2 2 0 0 0 0 母親が休んだ 83 26 18 6 9 2 0 親族・知人にみてもらった 45 11 7 0 4 1 0 就労していない方がみた 10 11 4 3 1 0 2 病児の保育を利用 0 0 0 0 0 0 0 子どもだけで留守番 13 3 0 0 0 0 0 その他 4 4 1 2 0 0 0  
問 12-2 「病気やケガで、学校を休んだ」際に「親が休んだ」方にうかがいます。その

際、「できれば病児のための保育施設等を利用したい」と思いましたか。（1 つ

に○）あてはまる番号それぞれについて、おおよその日数をお答えください。  病児保育施設の利用意向は、全体では 15.2％で、高学年の方の利用希望は少ない傾向です。希望利用日数では 2 日までで 16人で、60％以上です。最長は 26 日です。ひとり親世帯では、7 名中 3 名の方が利用を希望されています。就学前児童の方よりも希望は結果となっています。           
     合計 （人） 利用したいと思った保育施設等の日数      （人）     1 日 2 日 3 日 4 日 5 日 10 日～   全体 25 8 8 4 2 1 2 学年区分 小学 1～3 年生 14 5 4 1 1 1 2 小学 4～6 年生 11 3 4 3 1 0 0      

15.217.413.2
79.876.183.0

5.16.53.8
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 991～3年生 464～6年生 53

学年別 N＝父母が休んだ方父母が休んだ方父母が休んだ方父母が休んだ方////病児・病後児保育施設等の利用希望病児・病後児保育施設等の利用希望病児・病後児保育施設等の利用希望病児・病後児保育施設等の利用希望〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕できれば病児保育施設等を利用したかった 利用したいとは思わなかった 無回答
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6 家庭の子育て、地域の子育て環境について  
問 13 子育てをどのように感じていますか。（１つに○）  「喜びや楽しみが大きい」「どちらかというと喜びや楽しみが大きい」と答えられた方は全体で 87％ほどとなっています。年代による大きな差はありません。ひとり親世帯でも同様です。                                   

35.735.236.2 51.052.349.8 10.910.211.5 0.40.8 2.02.31.6
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4591～3年生 2164～6年生 243

学年別 N＝子育て感子育て感子育て感子育て感〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕 喜びや楽しみが大きい どちらかというと、喜びや楽しみの方が大きいどちらかというと、不安や負担の方が大きい とても不安や負担を感じている無回答
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問 14  子育て（教育含む）をする上で、気軽に相談できる相手はいますか。（複数回答）  「配偶者・パートナー」「その他親族」「知人・友人等」の比率が年代にかかわらず高く、全体で 81.7％、62.7％、49.0％の順となっています。学年区分による差はあまりみられませんが、「学校の保護者仲間」「学校の先生」は 1～3 年生は、4～6 年生に比べ、6％ほど高くなっています。「職場の人」は逆に5.7％低くなっています。ひとり親世帯では、「その他親族」「職場の人」「学校の先生」の比率がふたり親世帯に比べ 6％程度高くなっていますが、逆に「学校の保護者の仲間」は 8.7％低くなっています。                                  

81.762.749.040.540.526.85.00.70.20.20.90.90.70.90.4

80.663.448.637.5 43.530.65.10.5
0.51.41.41.90.5

82.762.149.443.237.923.54.90.80.4
1.60.4
0.4

0 20 40 60 80 100配偶者、パートナーその他の親族隣近所の人、地域の知人、友人職場の人学校の保護者の仲間学校の先生医師、保健師、看護師、栄養士など県南保健所の職員民生・児童委員、主任児童委員市家庭児童相談員県児童相談所の職員民間の電話相談インターネットを通じた相談機関相談相手がいない相談すべきことはないその他無回答

（％）（％）（％）（％）子育てで気軽に相談できる相手子育てで気軽に相談できる相手子育てで気軽に相談できる相手子育てで気軽に相談できる相手〔〔〔〔％・複数回答％・複数回答％・複数回答％・複数回答〕〕〕〕NNNN＝＝＝＝459459459459 全体 1～3年生 4～6年生
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問 15  日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（複数回答）  「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」方は全体で 41.8％ですが、「緊急時にみてもらえる親族や友人・知人等」は、全体で 52.5％です。ただ、「いずれの場合もみてもらえない」方も 10.0％います。ひとり親世帯では、日常的、緊急的ともにみてもらえる親族がそれぞれ 51.4％、40.5％で、日常的に祖父母等の親族にみてもらえる状況が 10.7％高くなっています。また、「いずれもいない」方は5人で、ふたり親世帯の方よりも比率が高くなっています。                                  

41.8 52.52.8 12.210.0
34.3 56.91.9 13.412.0

48.648.63.7 11.18.2

0 20 40 60 80 100日常的に祖父母等の親族にみてもらえる緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる緊急時もしくは用事の際には子供をみてもらえる友人・知人がいるいずれもない無回答

（％）（％）（％）（％）日頃子どもをみてもらえる親族・知人日頃子どもをみてもらえる親族・知人日頃子どもをみてもらえる親族・知人日頃子どもをみてもらえる親族・知人〔〔〔〔％・複数回答％・複数回答％・複数回答％・複数回答〕〕〕〕NNNN＝＝＝＝459459459459 全体 1～3年生 4～6年生
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問 15-1 問 15 で「お子さんをみてもらえる」のいずれかに○をつけた方にうかがいま

す。お子さんをみてもらっている状況についてお答えください。（複数回答）  「安心して子供をみてもらえる」方は全体で 61.0％ですが、1～3 年生の方が 5.8％低くなっています。また「身体的な負担」「時間や精神的な負担」を掛けていることを 13％程度の方が心配されています。                  
問 15-2 問 15 で「お子さんをみてもらえる」のいずれかに○をつけた方にうかがいま

す。お子さんをみてもらっている親族・知人は、どちらにお住まいですか。  1～3 年生では「住んでいる地区」に住んでいる方が 42.6％なのに対し、4～6 年生では 38.6％と同じ地域に住まわれている方は、4.0％少なくなっています。             
40.442.638.6 38.336.839.5 16.016.315.7 1.20.51.8 4.13.74.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体 4131～3年生 1904～6年生 223
学年別 N＝育児支援者の居住地育児支援者の居住地育児支援者の居住地育児支援者の居住地〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕 住んでいる地区 白河市内（住んでいる地区以外）白河市外（福島県内） 福島県外無回答

61.013.611.9 24.04.82.91.9

57.914.712.6 24.24.22.62.6

63.712.611.2 23.85.43.11.3

0 20 40 60 80 100安心して子供をみてもらえる身体的負担が大きく心配である時間的制約や精神的な負担が大きく心配である負担をかけていることが心苦しい子どもの教育や発達にふさわしい環境であるか、少し不安があるその他無回答

（％）（％）（％）（％）育児支援者がいる方育児支援者がいる方育児支援者がいる方育児支援者がいる方////状況状況状況状況〔〔〔〔％・複数回答％・複数回答％・複数回答％・複数回答〕〕〕〕NNNN＝＝＝＝413413413413 全体 1～3年生 4～6年生
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問 16 子育てに関して、悩みや気にかかることはありますか。（項目毎にあてはまる番号

1 つに○）  全体では、悩みやストレスについて「大いに思う」方が最も多いのは「子どもの勉強や進学のこと」で 20.9％ですが、「どちらかというと思う」方を入れても最も多い（51.8％）項目となっています。次いで「大いに思う」で多いのは「教育費の負担」「生活費の負担」「自分の時間が十分にもてない」でそれぞれ 15.0％、14.2％、14.2％となっています。 また、1～3 年生では、「子どもの勉強や進学のこと」「自分の時間が十分にもてない」が 16.7％、16.2％と「大いに思う」方が多い項目です。4～6 年生では、「子どもの勉強や進学のこと」で「大いに思う」方が 24.7％と他の項目よりも 10％以上多くなっています。 ひとり親世帯で「大いに思う」方が最も多いのは「生活費の負担」「教育費の負担」で 35.1％、32.4％となっています。「どちらかというと思う」まで含めると「子どもの勉強や進学のこと」「子どもとの時間を十分もてない」「自分の時間が十分にもてない」が 56.8％、48.6％、48.6％と多くなります。 

       

10.95.0 20.97.88.31.52.47.015.014.214.21.55.010.2

15.524.6 30.927.224.811.18.912.0 19.620.328.36.38.5 13.5

11.514.8 15.520.319.827.019.8 20.0 27.731.422.720.3 20.9 23.1

30.128.8 22.429.830.340.342.027.9 23.321.823.740.338.1 30.5

31.426.1 9.414.216.319.426.429.8 13.711.810.730.727.022.2

0.70.70.90.70.40.70.43.30.70.70.40.90.40.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%ア.子どもの病気や発育・発達のこと 459イ.子どもの食事や栄養のこと 459ウ.子どもの勉強や進学のこと 459エ.子どもの友だちとの関係 459オ.子どもとの時間を十分もてない 459カ.育児やしつけの方法がよくわからない 459キ.子どもとの接し方に自信が持てない 459ク.配偶者の協力が少ない 459ケ.生活費の負担が大きい 459コ.教育費の負担が大きい 459サ.自分の時間が十分にもてない 459シ.子育ての仲間がいない 459ス.仕事が十分にできない 459セ.放射性物質・放射線の影響 459

N＝子育ての悩み等子育ての悩み等子育ての悩み等子育ての悩み等〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕全体全体全体全体 大いに思う どちらかというと思う どちらともいえない
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9.35.1 16.78.37.41.42.37.415.714.816.22.84.613.0

18.525.5 30.624.124.111.611.114.8 19.919.0 28.24.68.8 12.5

12.013.9 19.925.019.030.119.9 16.2 27.332.9 24.119.4 20.8 19.9

30.629.6 22.227.831.938.438.928.7 23.622.221.840.737.0 31.9

29.625.510.214.817.618.527.829.2 13.011.19.732.428.722.7

0.50.5
3.70.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%ア.子どもの病気や発育・発達のこと 216イ.子どもの食事や栄養のこと 216ウ.子どもの勉強や進学のこと 216エ.子どもの友だちとの関係 216オ.子どもとの時間を十分もてない 216カ.育児やしつけの方法がよくわからない 216キ.子どもとの接し方に自信が持てない 216ク.配偶者の協力が少ない 216ケ.生活費の負担が大きい 216コ.教育費の負担が大きい 216サ.自分の時間が十分にもてない 216シ.子育ての仲間がいない 216ス.仕事が十分にできない 216セ.放射性物質・放射線の影響 216

N＝子育ての悩み等子育ての悩み等子育ての悩み等子育ての悩み等〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕１～１～１～１～3333年生年生年生年生 大いに思う どちらかというと思う どちらともいえない

12.34.9 24.77.49.11.62.56.614.413.612.30.45.37.8

12.823.9 31.330.025.510.77.0 9.5 19.321.428.47.88.2 14.4

11.1 15.6 11.516.020.624.319.8 23.5 28.030.021.421.021.0 25.9

29.6 28.0 22.631.728.842.044.927.2 23.021.425.539.939.1 29.2

32.926.7 8.613.615.220.225.130.5 14.412.311.529.225.521.8

1.20.81.21.20.81.20.82.90.81.20.81.60.80.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%ア.子どもの病気や発育・発達のこと 243イ.子どもの食事や栄養のこと 243ウ.子どもの勉強や進学のこと 243エ.子どもの友だちとの関係 243オ.子どもとの時間を十分もてない 243カ.育児やしつけの方法がよくわからない 243キ.子どもとの接し方に自信が持てない 243ク.配偶者の協力が少ない 243ケ.生活費の負担が大きい 243コ.教育費の負担が大きい 243サ.自分の時間が十分にもてない 243シ.子育ての仲間がいない 243ス.仕事が十分にできない 243セ.放射性物質・放射線の影響 243

N＝子育ての悩み等子育ての悩み等子育ての悩み等子育ての悩み等〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕4444～～～～6666年生年生年生年生 大いに思う どちらかというと思う どちらともいえない
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●仕事と子育ての両立について 
問 17 お子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しました

か。（母親、父親それぞれについて 1 つに〇）取得していない方はその理由をお答

えください。  母親の育児休業は、全体で 34.2％と就学前児童の 0～2 歳の方に比べ、15.1％低くなっていますが、3～5歳の方とは差が 3.7％しかありません。父親の取得率は全般的に低く、1～3 年生で 2.8％、4～6 年生では 1.6％です。                    母親が育休を取得しない理由で多いのが、「職場の雰囲気や制度がない（パート）ため」で、20 人、次が「退職した」、「自営業のため」でそれぞれ 10人、「生活のため」が 2人です。ひとり親世帯では、 「職場の雰囲気や制度がない（パート）ため」が 3人、「生活のため」が 1人です。  父親が育休を取得しない理由で多いのが、「母親に任せた等」で 119 人、「職場の雰囲気や制度がない（パート）ため」が 114人、「取るつもりはなかった」「自営業のため」「生活のため」がそれぞれ 17人、14人、13人などです。ひとり親世帯では、「母親に任せた等」が 4人で、「職場の雰囲気や制度がない（パート）ため」「生活のため」「自営業のため」がそれぞれ 1人です。       

51.049.152.7 34.235.233.3 12.012.011.9 2.83.72.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%全体 4591～3年生 2164～6年生 243

学年別 N＝母親母親母親母親////育児休業の取得育児休業の取得育児休業の取得育児休業の取得〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕働いていなかった 取得した（取得中を含む） 取得していない 無回答

0.71.2
2.22.81.6 84.583.885.2 12.613.411.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%全体 4591～3年生 2164～6年生 243
学年別 N＝父親父親父親父親////育児休業の取得育児休業の取得育児休業の取得育児休業の取得〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕働いていなかった 取得した（取得中を含む） 取得していない 無回答
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●今後の市の取組について 
問 18 市の子育て支援の取組についてどのように感じていますか。（項目毎にあてはま

る番号 1 つに○）  満足度で高い傾向にあるのが、「母親並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進」、「地域における子育ての支援」、「子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備」で、満足傾向の方はそれぞれ、41.4％、36.4％、34.4％です。逆に低い傾向のものは、「子育てを支える生活環境の整備」で不満傾向の方が 37.7％です。 学年区分別でも全体と同様の傾向ですが、1～3 年生の方が「放射性物質・放射線対策」に対して満足度が高い傾向で（30.5％）、逆に「子どもの安全確保」が満足度が低い傾向（28.8％）です。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.59.67.23.53.74.13.93.76.8

25.931.827.217.413.920.023.115.721.4

41.4 45.145.138.851.6 54.045.364.555.6

12.98.714.626.419.4 14.817.29.88.3

7.42.03.311.38.9 4.88.14.15.7

2.02.82.62.62.42.22.42.22.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%ア.地域における子育ての支援 459イ.母親並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進 459ウ.子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備 459エ.子育てを支える生活環境の整備 459オ.仕事と子育ての両立の推進 459カ.子どもの健全育成 459キ.子どの安全の確保 459ク.児童や子育て家庭へのきめ細やかな取組の推進 459ケ.放射性物質・放射線対策 459

N＝市の取組の満足度市の取組の満足度市の取組の満足度市の取組の満足度〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕全体全体全体全体 満足している どちらかといえば満足しているどちらともいえない どちらかといえば不満である不満である 無回答

15.712.59.33.23.75.14.24.26.9
25.933.326.419.914.820.823.616.218.5

38.0 43.545.839.849.5 56.047.265.358.3
12.0 5.112.021.820.4 11.615.36.98.8

5.11.92.811.17.9 3.26.04.23.7
3.23.73.74.23.73.23.73.23.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%ア.地域における子育ての支援 216イ.母親並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進 216ウ.子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備 216エ.子育てを支える生活環境の整備 216オ.仕事と子育ての両立の推進 216カ.子どもの健全育成 216キ.子どの安全の確保 216ク.児童や子育て家庭へのきめ細やかな取組の推進 216ケ.放射性物質・放射線対策 216

N＝市の取組の満足度市の取組の満足度市の取組の満足度市の取組の満足度〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕1111～～～～3333年生年生年生年生 満足している どちらかといえば満足しているどちらともいえない どちらかといえば不満である不満である 無回答
キ.子どもの安全の確保 

キ.子どもの安全の確保 
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 市の取組の重要度が高いと思われている施策は、「子どもの安全確保」「子どもの健全育成」「地域における子育ての支援」でそれぞれ「重要である」と回答された方は、63.4％、57.3％、50.3％です。また、1～3 年生と 4～6 年生では、1～3 年生の方が各項目重要度が高い傾向にありますが、4～6 年生では、「子育てを支える生活環境の整備」「子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備」「児童や子育て家庭へのきめ細やかな取組の推進」が 1～3 年生よりも重要度が若干高い項目です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.87.05.33.73.73.33.73.36.6

25.930.528.015.213.219.322.615.2 23.9

44.4 46.544.437.953.552.343.663.853.1

13.611.916.930.5 18.517.718.9 12.37.8

9.52.13.711.59.96.29.94.17.4

0.82.11.61.21.21.21.21.21.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%ア.地域における子育ての支援 243イ.母親並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進 243ウ.子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備 243エ.子育てを支える生活環境の整備 243オ.仕事と子育ての両立の推進 243カ.子どもの健全育成 243キ.子どの安全の確保 243ク.児童や子育て家庭へのきめ細やかな取組の推進 243ケ.放射性物質・放射線対策 243

N＝
市の取組の満足度市の取組の満足度市の取組の満足度市の取組の満足度〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕4444～～～～6666年生年生年生年生 満足している どちらかといえば満足しているどちらともいえない どちらかといえば不満である不満である 無回答

50.339.045.148.443.857.363.444.036.2
26.830.728.128.827.221.418.123.523.5

12.918.115.912.217.911.18.921.623.5
0.41.11.10.71.10.20.44.8
0.40.90.70.70.90.90.70.93.3
9.210.29.29.49.29.28.99.68.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%ア.地域における子育ての支援 459イ.母親並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進 459ウ.子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備 459エ.子育てを支える生活環境の整備 459オ.仕事と子育ての両立の推進 459カ.子どもの健全育成 459キ.子どの安全の確保 459ク.児童や子育て家庭へのきめ細やかな取組の推進 459ケ.放射性物質・放射線対策 459

N＝
市の取組の重要度市の取組の重要度市の取組の重要度市の取組の重要度〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕全体全体全体全体 重要である どちらかといえば重要であるどちらともいえない どちらかといえば重要ではない重要ではない 無回答

キ.子どもの安全の確保 

キ.子どもの安全の確保 
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54.241.244.948.146.3 62.064.443.138.9
24.128.729.229.224.5 17.617.122.719.0

12.518.516.212.519.011.69.723.625.5
0.90.50.51.40.95.6 2.3

9.310.69.39.78.88.88.89.78.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%ア.地域における子育ての支援 216イ.母親並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進 216ウ.子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備 216エ.子育てを支える生活環境の整備 216オ.仕事と子育ての両立の推進 216カ.子どもの健全育成 216キ.子どの安全の確保 216ク.児童や子育て家庭へのきめ細やかな取組の推進 216ケ.放射性物質・放射線対策 216

N＝
市の取組の重要度市の取組の重要度市の取組の重要度市の取組の重要度〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕1111～～～～3333年年年年 重要である どちらかといえば重要であるどちらともいえない どちらかといえば重要ではない重要ではない 無回答

46.937.045.348.641.653.162.644.933.7

29.232.527.228.429.6 24.718.924.327.6

13.217.715.611.916.910.78.219.821.8

0.81.21.60.80.80.44.1

0.81.61.21.21.61.61.21.64.1

9.19.99.19.19.59.59.19.58.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%ア.地域における子育ての支援 243イ.母親並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進 243ウ.子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備 243エ.子育てを支える生活環境の整備 243オ.仕事と子育ての両立の推進 243カ.子どもの健全育成 243キ.子どの安全の確保 243ク.児童や子育て家庭へのきめ細やかな取組の推進 243ケ.放射性物質・放射線対策 243

N＝
市の取組の重要度市の取組の重要度市の取組の重要度市の取組の重要度〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕4444～～～～6666年生年生年生年生 重要である どちらかといえば重要であるどちらともいえない どちらかといえば重要ではない重要ではない 無回答

キ.子どもの安全の確保 

キ.子どもの安全の確保 
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問 19 今後、市に優先的に取り組んで欲しい施策についてお答えください。（項目毎に

あてはまる番号 1 つに○） 

 市で優先的に取り組んでほしい施策は、「子供の貧困対策の拡充」「幼稚園における給食の提供」が全体では高く、それぞれ「優先度が高いと思う」方の比率は、28.3％、27.0％となっています。また、1～3 年生と 4～6 年生では同様の傾向ですが、1～3 年生では「幼稚園における給食の提供」が 7.4％、4～6 年生では「子供の貧困対策の拡充」が 10.0％他の学年区分より高くなっています。                                  

15.911.117.218.127.028.3
25.922.9 31.631.6 27.934.0

36.638.3 37.538.628.525.7
9.816.3 6.56.39.26.1

10.09.84.83.35.73.7
1.71.52.42.21.72.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%ア.多子世帯に対する支援の拡充 459イ.乳児のミルク代等の助成の実施 459ウ.未就園児等全戸訪問事業の実施 459エ.短期子育て支援（ショートステイ）事業の実施 459オ.幼稚園における給食の提供 459カ.子供の貧困対策の拡充 459
N＝

市に優先的に取組んで欲しい施策市に優先的に取組んで欲しい施策市に優先的に取組んで欲しい施策市に優先的に取組んで欲しい施策〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕全体全体全体全体 優先度が高いと思う どちらかというと高いと思うどちらともいえない どちらかというと低いと思う優先度が低いと思う 無回答

21.314.420.819.933.326.4
23.619.4 28.228.7 25.530.6

35.237.0 35.638.025.928.7
8.814.8 6.06.06.55.6

7.911.65.63.75.65.1
3.22.83.73.73.23.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%ア.多子世帯に対する支援の拡充 216イ.乳児のミルク代等の助成の実施 216ウ.未就園児等全戸訪問事業の実施 216エ.短期子育て支援（ショートステイ）事業の実施 216オ.幼稚園における給食の提供 216カ.子供の貧困対策の拡充 216
N＝

市に優先的に取組んで欲しい施策市に優先的に取組んで欲しい施策市に優先的に取組んで欲しい施策市に優先的に取組んで欲しい施策〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕1111～～～～3333年生年生年生年生 優先度が高いと思う どちらかというと高いと思うどちらともいえない どちらかというと低いと思う優先度が低いと思う 無回答
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              ［自由記載］  
問 20 市の子育て支援や環境づくりについてのご意見、ご要望をご自由にお書きくださ

い。  

11.18.214.016.521.430.0
28.025.9 34.634.230.0 37.0

37.939.5 39.139.130.9 23.0
10.717.7 7.06.611.56.6

11.98.24.12.95.82.5
0.40.41.20.80.40.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%ア.多子世帯に対する支援の拡充 243イ.乳児のミルク代等の助成の実施 243ウ.未就園児等全戸訪問事業の実施 243エ.短期子育て支援（ショートステイ）事業の実施 243オ.幼稚園における給食の提供 243カ.子供の貧困対策の拡充 243
N＝

市に優先的に取組んで欲しい施策市に優先的に取組んで欲しい施策市に優先的に取組んで欲しい施策市に優先的に取組んで欲しい施策〔〔〔〔％％％％〕〕〕〕4444～～～～6666年生年生年生年生 優先度が高いと思う どちらかというと高いと思うどちらともいえない どちらかというと低いと思う優先度が低いと思う 無回答
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３ 子どもの数  

（１）就学前児童数の動きと計画期間の推計 

【乳幼児年齢別推計数】 

≪見込み量≫  （単位：人、４月 1 日現在）  実績値 推計児童数  平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 ０歳 522 458 518 477 493 465 456 449 １歳 543 511 469 528 474 503 468 459 ２歳 500 531 518 466 508 463 495 461 ３歳 525 500 526 516 451 511 459 491 ４歳 535 513 503 537 519 446 511 459 ５歳 578 531 513 505 537 519 446 511 計 3,203 3,044 3,047 3,029 2,982 2,907 2,835 2,830 ※住民基本台帳人口及びコーホート変化率法による推計値。 
 

≪実績値≫ （単位：人、４月 1 日現在）  平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年 2/1 現在 ０歳 477 493 465 424 433 １歳 528 474 503 474 441 ２歳 466 508 463 510 478 ３歳 516 451 511 465 492 ４歳 537 519 446 516 481 ５歳 505 537 519 439 496 計 3,029 2,982 2,907 2,828 2,821  
・平成 31 年 2 月 1 日現在、市内の 0～5 歳児数は 2,821 人となっています。 

 平成 27 年 4 月 1 日から 208 人減となっています。 

 

（３）平成３０年度実績値（見込み）について 
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４ 教育・保育給付 

（１）特定教育・保育（施設型給付） 

① 幼稚園 

≪見込み量≫ （単位：人、４月１日現在）  当初計画 中間年見直し 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 １号 その他 １号 その他 １号 その他 １号 その他 １号 その他 利用者数 513 642 492 615 462 578 651 391 643 424 合 計 1,155 1,107 1,040 1,042 1,067 
 

≪実績値≫ （単位：人、４月１日現在）  平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 １号 その他 １号 その他 １号 その他 １号 その他 １号 その他 利用者数 784 366 744 369 683 387 661 384   合 計 1,150 1,113 1,070 1,045   ※「１号」は新制度に移行済みの幼稚園の利用者数、「その他」は新制度に移行して   いない幼稚園の利用者数を示しております。 
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② 保育園 

≪見込み量≫ （単位：人（認定者数）、４月１日現在）      当初計画 中間年見直し 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 ３号 ２号 ３号 ２号 ３号 ２号 ３号 ２号 ３号 ２号 認定者数 0歳児 68 335 68 321 68 302 151 443 148 427 1･2歳児 384 385 384 473 452 合 計 787 774 754 1,067 1,027  
≪実績値≫ （単位：人（認定者数）、４月１日現在）   平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 ３号 ２号 ３号 ２号 ３号 ２号 ３号 ２号 ３号 ２号 認定者数 0歳児 148 430 191 427 160 436 179 435   1･2歳児 407 438 474 469  合 計 985 1,056 1,070 1,083    ※実績値は、待機児童数を含んだ数です。   ※「３号」、「２号」の意味は次のとおりです。     ３号： 満３歳未満で保育の必要性があると認定された子ども     ２号： 満３歳以上で保育の必要性の認定を受けた就学前の子ども 

 

 ・待機児童数については、平成 30 年 10 月 1 日現在で、39 名となっており、 

  平成 29 年 10 月 1 日時点と比較し、29 名減となっています。 
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５ 地域子ども・子育て支援事業 

（１）利用者支援事業 

≪見込み量≫ （単位：箇所）  当初計画 中間年見直し 平成27年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 箇所数 1 1 2 1 1 
 

≪実績値≫ （単位：箇所）  平成27年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 箇所数 1 1 1 1  
 

（２）地域子育て支援拠点事業 

≪見込み量≫ （単位：人（年間延べ利用人数））   中間年見直し 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 延べ利用人数 15,864 15,972 15,312 14,928 14,532 
 

≪実績値≫ （単位：人（年間延べ利用人数））   平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 (12月末現在) 平成31年度 延べ利用人数 12,459 16,196 14,232 11,340  
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（３）妊産婦健康診査事業 

≪見込み量≫ （単位：人・回）  中間年見直し 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 妊娠届出者 461 460 460 456 449 受診回数 6,915 6,900 6,900 6,840 6,735 
 

≪実績値≫ （単位：人・回） 実績 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 (1月末現在) 平成31年度 妊娠届出者 483 481 423 338  受診回数 6,067 6,083 5,487 3,925  
 

（４）乳児家庭全戸訪問（こんにちは赤ちゃん訪問）事業 

≪見込み量≫ （単位：人）  当初計画 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 訪問人数 461 460 460 456 449 
 

≪実績値≫ （単位：人）  平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 (1月末現在) 平成31年度 訪問人数 480 469 434 330  
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（５）養育支援訪問事業 

≪見込み量≫ （単位：回）  中間年見直し 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 訪問回数 50 50 50 50 50 
 

≪実績値≫ （単位：回）  平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 (1月末現在) 平成31年度 訪問回数 12 30 37 19  
 

（６）子育て短期支援事業（ショートステイ） 

≪見込み量≫ （単位：人 （年間延べ利用人数））  当初計画 中間年見直し 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 延べ利用人数 8 7 7 7 7 
 

≪実績値≫ （単位：人 （年間延べ利用人数））  平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 延べ利用人数 0 0 0 0  
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（７）子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター） 

≪見込み量≫ （単位：人 （年間延べ利用人数））  中間年見直し 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 乳幼児 344 270 330 295 289 小１～小３ 196 185 183 130 125 小４～小６ 0 0 0 50 48 合計 540 455 513 475 462 
 

≪実績値≫ （単位：人 （年間延べ利用人数））  平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 (12月末現在) 平成31年度 乳幼児 368 275 289 452  小１～小３ 172 126 174 88  小４～小６ 0 54 39 108  合計 540 455 502 648  
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（８）一時預かり事業 

① 幼稚園・認定こども園（在園児対象型） 

≪見込み量≫ （単位：人 （年間延べ利用人数））  中間年見直し 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 延べ利用人数 12,715 12,486 12,526 46,180 44,830 
 

≪実績値≫ （単位：人 （年間延べ利用人数）） 
 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 (12月末現在) 平成31年度 延べ利用人数 50,255 47,065 52,284 34,548  

 

② 保育園・認定こども園（幼稚園在園児対象型以外） 

≪見込み量≫ （単位：人 （年間延べ利用人数）） 
 

当初計画 中間年見直し 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 合計 4,422 4,328 4,189 3,085 3,307 
 

≪実績値≫ （単位：人 （年間延べ利用人数）） 
 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 (12月末現在) 平成31年度 保育園等 2,467 2,672 2,509 1,734  おひさま広場 38 84 76 61  ファミサポ 18 36 19 13  合計 2,523 2,792 2,604 1,808   
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（９）時間外（延長）保育事業 

≪見込み量≫ （単位：人）  当初計画 中間年見直し 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 利用人数 102 100 97 55 55 
 

≪実績値≫ （単位：人）  平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 利用人数 58 53 54   
 

（１０）病児・病後児保育事業 

≪見込み量≫ （単位：人 （年間延べ利用人数））  当初計画 中間年見直し 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 延べ利用人数 992 971 939 633 632 
 

≪実績値≫ （単位：人 （年間延べ利用人数））  平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 延べ利用人数 0 0 0 0  
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（１１）放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ、放課後子ども

教室） 

≪見込み量≫ （単位：人、５月１日現在）  当初計画 中間年見直し 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 低学年 高学年 低学年 高学年 低学年 高学年 低学年 高学年 低学年 高学年 登録者数 611 195 576 188 571 179 750 341 734 379 合計 806 764 750 1,091 1,113 
 

≪実績値≫ （単位：人、５月１日現在）  平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 低学年 高学年 低学年 高学年 低学年 高学年 低学年 高学年 低学年 高学年 登録者数 667 212 698 217 706 175 720 265   合計 879 915 881 985  
 



（４）平成 31 年度会議計画について 

○第１回会議 

ア 開催時期 平成 31 年 5 月頃 

イ 内   容 

  ・委嘱状交付  ※変更者のみ  

  ・平成 30 年度ニーズ調査について 

  ・第 2 期子ども・子育て計画の策定について 

  

○第２回会議 

ア 開催時期 平成 31 年 7 月頃 

イ 内   容 

  ・白河市子ども・子育て計画の進行管理について 

  ・第 2 期子ども・子育て計画骨子案（第１～２章）について 

 ※計画策定の目的、位置付け、本市の現状と課題など。 

 

○第３回会議 

ア 開催時期 平成 31 年 9 月頃 

イ 内   容 

  ・子ども・子育て計画骨子案（第３～４章）について 

   ※基本理念・基本目標、基本施策の見直しなど。 

 

○第４回会議 

ア 開催時期 平成 31 年 11 月頃 

イ 内   容 

  ・子ども・子育て計画骨子案（第５章）について 

   ※量の見込み・供給量の算出など。 

  ・パブリックコメントの実施について 

 

○第５回会議 

ア 開催時期 平成 32 年 1 月頃 

イ 内   容 

  ・パブリックコメントの結果について 

  ・子ども・子育て計画（案）について ※提示 

 

○第６回会議 

ア 開催時期 平成 32 年 3 月頃 

イ 内   容 

  ・子ども・子育て計画の策定について ※最終確認・報告 

  ・平成３１年度実績値（見込み）について 

  ・教育・保育施設の利用状況について 

  ・平成３２年度会議計画について 
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